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中村百合子「立教大学の「学習指導と学校図書館」」の教育実践

　今日最終回で「「学習指導と学校図書館」」です。3 人が発表しディスカッションをやって、
山本 [ 敬子 ] さんにどうお考えになったか話していただきたいと思います。その後、少しディ
スカッションができれば。

　まずは前回もお話ししたことですが、カ
リキュラムと履修モデルです。立教大学の
学術リポジトリに初回の記録が載っている
ので 1）、関心ある方は見ていただければと思
います。今日は、私の「学習指導と学校図
書館」の受講者の特徴を少しお話したうえ
で、私の授業方針についてお話しし、評価
についてどのようにやっているか、授業と
合わせて話したいと思います。そして、授
業の目標と計画。その後、私にとっては重
要な意味のある教科書について話していき

たいと思います。教科書という存在については非常に否定的なのですが、この授業について
は教科書にかなり沿った形になっています。最後に 10 年間、教えてみてどんなことを考え
ているかを少しお話しします。
　履修モデルはすでにお話ししているので復習的な感じで。立教は「図書館概論」という科
目は司書教諭コースの学生も必修です。「学校図書館メディアの構成」という授業の提供は
なし。「図書館情報資源概論」と「情報資源組織論」という 2 科目が必修で、「学校図書館メディ
アの構成」の読み換え科目になっています。加えて本学は「情報サービス論」も必修になっ
ています。「情報資源組織論」と「情報サービス論」の演習 [ 科目 ] が司書教諭の科目にはなっ
ていないという問題はありますが、5 科目 10 単位よりは要求しているものが多くあります。
任意科目もあり、「図書館基礎特論」、「図書館サービス特論」、「図書館総合演習」は、上田 [ 修
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本日のお話の流れ 

• 立教大学のカリキュラムと履修モデル 
• 「学習指導と学校図書館」の受講者 
• 授業の基本方針 
• 評価の方法 
• 授業の目標と計画-2016年度の例（現在進行中） 

• 教科書 
• 課題：過去10年の実践から 

 

立教大学の 
カリキュラムと履修モデル 

 
 

<必修科目(8科目16単位)> 

登録開始年度春 開始年度秋 2年目春 2年目秋 3〜4年目 

図書館概論 → 
図書館情報資源概論 

→ 
情報資源組織論 

→ 読書と豊かな人間性 → 学習指導と学校図書館 情報サービス論 

情報メディアの活用 学校経営と学校図書館 

<任意科目(さらに学習を深めるために、自由に選択、履修することができる)> 

  図書・図書館史 図書館基礎特論 図書館サービス特論 図書館総合演習 

-図書館司書コースの3科目（「図書館情報資源概論」「情報資源組織論」）が、 

「学校図書館メディアの構成」にあたるものとして、文部科学省に届け出て、認め
られている。 
-「図書館概論」と「情報サービス論」は本大学が独自に設定している必修科目で、

図書館司書コース（司書資格）の必修科目でもある。「図書館概論」の単位を  
初年度春学期修得できないと、他の科目を登録することができない。 
-「図書館基礎特論」「図書館サービス特論」「図書館総合演習」は、図書館司書
コースの選択科目で、ゼミ形式で行なっている。 
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　「学習指導と学校図書館」は年ごとに人数
にばらつきがありますが、概して司書教諭
の履修生は減少しております。過去に考え
てきた授業にならないので悩ましくなって
います。司書教諭コースは教員免許状の課
程を取りはじめていることを前提にしてい
るので、その学生しかいません。

「学習指導と学校図書館」の履修生 

• 年平均10名 
– 2011年度16名；2012年度17名；2013年度9名；2014年度4名；

2015年度12名；2016年度3名 
• 教職課程もしくは、教育学科の初等教育専攻と並行して、  
学校図書館 司書教諭コースを登録。登録料は15,000円 

• 日本文学専修の学生で、中高国語科の免許取得希望者
と、他学部の社会科系科目の免許取得希望者もいる。
大学院生もいる 

• 教育学科初等教育専攻の司書教諭資格付与課程への登
録者が2000年度後半から継続して減少 
– 小学校教員は実際に就職している印象があるので残念 
– 司書教諭として採用された者は、2011年以降には1名 

一 ] 先生、小田 [ 光宏 ] 先生、私でそれぞれ教えており、ゼミの形式になっており、司書課
程科目を取った人たちの最後のまとめになっています。私は論文を書かせるカリキュラムに
なっています。

　授業の基本方針は以前お話したのと変わ
らないので簡単にします。私は大学の中の 1
科目として他の大学の授業と同じように学
生に司書課程の授業を受けてほしいと思っ
ています。大学で単位を出しているので当
然なのですが、最終的には司書教諭講習を
受けたということで資格の証書が出るとい
う制度になっていることが気になっていて、
でも、立教でとるからにはこれは大学の授
業なのだ、ということを伝えているつもり
で、単位の実質化ということを言っていま

す。大学の中で先生の方針によっていろいろな授業がありますが、私 [ の授業 ] はかなり厳
しい、授業外での学習がかなり求められると伝えています。ただ授業に来てレジュメを集め
て帰るという人には単位をあげていません。一つ違うのは、「学校経営と学校図書館」の授
業は 90 分のうち 3 分の 1 しか私はしゃべりません。「学習指導と学校図書館」は演習系科
目ですが、しゃべらなきゃいけないことが多いと思っています。

授業の基本方針 
• 単位の実質化を目指し、単位計算の基準を厳格に
考えていることを初回授業時に確認 
– 学校図書館司書教諭講習規程第4条  

• 前条に規定する[司書教諭講習]単位の計算方法は、大学設置
基準 （昭和31年文部省令第28号）第21条第2項 に定める基準
によるものとする 

→ 履修の心構えは、「図書館概論」と「学校経営と学校図書館」で
重々伝えてある（「学習指導と学校図書館」の初回レジュメにも
書いてはいる） 

• 学生が主体的に学ぶよう教育方法を工夫 
– 講師の話は毎回2/3（60分）程度にとどめるよう努力して
いる。極めてシンプルなレジュメと教科書、板書で行なう 

– グループワークが主体 
 

　授業の目標と計画ですが、目標は「学習
と教授における各種メディアと図書館の効
果的な活用、学校におけるそれらの整備と
関連の図書館サービスの提供について理解
を深める。そして、そうした教育活動を行
うための基礎力を養う。」というふうにわり
とシンプルに設定しているつもりですが、
その目標に向かってどういうふうに力つけ
てもらうかということで作ったのがこの 14
回分の授業案です。説明していくと、初回
は授業の概要説明、受講生同士が知り合う

授業の目標と計画-2016年の例 

• （目標）学習と教授における各種メディアと図書館の効果的な活用、学校におけ
るそれらの整備と関連の図書館サービスの提供について理解を深める。そして、
そうした教育活動を行うための基礎力を養う。 

• （授業計画） 
1 授業の概要説明；受講生自己紹介  
2 カリキュラム、現行学習指導要領と学校図書館 
3 図書及び図書館利用指導から情報リテラシーの育成へ （その理論の歴史的発展） 
   グループ活動の説明 
4 情報活用のプロセス・モデルの指導法1）  
5 情報活用のプロセス・モデルの指導法2） 
6 授業設計法概説；学習指導案の書き方；学習の新しい評価法  
7 学校図書館見学会 
8 担任教諭、教科教諭と司書教諭のティーム・ティーチング 
9 学習指導案のアイディアと学習指導案作成に用いる資料のリスト提出・ 発表会 
10 模擬授業作成作業 
11 模擬授業1) 
12 模擬授業2) 
13 模擬授業3) 
14 学習指導案改定のワーク；まとめ 
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ことが重要。2 回目はカリキュラムと現行の学習指導要領と学校図書館ということで、第 2
回目までに自分の教科の学習指導要領の解説を買ってきてもらい、持ってきてもらいます。
教科教育法の授業を受けている学生でも指導要領の解説を持っていないという学生はいま
す。一緒に構造を見て、どんなことが学校図書館について書いてあるのか [ を理解する ] と
いうワークが第 2 回目です。背景としていろいろ学習指導要領に関わるいろいろなことを
講義しています。第 3 回は図書及び図書館の利用指導から情報リテラシーの育成というこ
とで、アメリカでは情報リテラシーの育成ということは図書館関係の人たちが言い出したの
です。いろいろなリテラシーの教育について言われているけれども、図書館に関するリテラ
シーとして information literacy という言い方がアメリカでされるようになってという歴史
的な話をしています。それと合わせて、情報活用能力とか情報教育と日本で言われているも
のが information literacy を翻訳したもので文科省の周辺で出てきたという話をします。私
の頭が完全にアメリカ流になっているということを学生はクリティカルに見ているという前
提で、日本の調べ学習ではなく、私が今からやる information literacy に関する教育をとに
かくやってみてほしいと言っています。この授業で力をつけてもらいたいのはそのための力
だと言っています。information literacy の中にはあらゆるメディアが含まれるとここでは
想定しますとも言い切って、第 3 回では歴史を話して説得力を増すような形にしてお願い
するわけです。
　第 4 回、第 5 回は情報リテラシーのプロセスモデルをどう教えるかというアメリカの実践
の紹介です。この授業では、10 年前に樹村房から堀川照代先生が編集された『学校経営と学
校図書館』（樹村房 , 2003（司書教諭テキストシリーズ 01））を教科書に使っていて、すごく
大事にしています。私が気に入っているのは、情報活用プロセスモデルのアメリカのいろい
ろなモデルの紹介で、39 ページにあります。どれか一つの情報活用プロセスモデルを覚えれ
ばよいのではなくて、この表を見てくださいと学生に言って、今から 5 分間で自分の言葉で
言えるように覚えてくださいとその場で強要します。それで学生がどのような言い方をして
もわかっているようであればいいという程度です。なぜ覚えさせるかというと、それを教え
るのがあなたたちで、プロセスモデルを教える人になってもらってということです。第 5 章
でこれをやっているのですが、第 6 章以降には 6 段階 [ のプロセス ] に分かれていて章ごと
にこの段階をどう教えるかということが書かれているので、このテキストで考えていきます。
それは森田 [ 英嗣 ] 先生 [ 編集 ] の『メディア・リテラシー教育をつくる』（アドバンテージサー
バー , 2000）とか、庭井 [ 史絵 ] さんが出している『地理で学ぶ 6 ステップ探究学習：学校
図書館を活用したカンタン世界の国調べ』（2000）とか、玉川学園が出している『学びの技：
14 歳からの探究・論文・プレゼンテーション』（後藤芳文 , 伊藤史織 , 登本洋子著 , 玉川大学
出版部 , 2014）とか、遊佐 [ 幸枝 ] さんの本（『学校図書館発育てます！調べる力・考える力：
中学校の実践から』少年写真新聞社 , 2011）とか、できるかぎり集めていますので、いろい
ろなプロセスモデルをどうやって教えるかというのをやっています。第一段階はこのような
教え方、このような教え方が提案されているよねという話をガンガンしていくというのが、4
回目・5 回目ぐらいです。できたら 3 回使って 2 段階ずつやっていきたいのですが、結構、
パンパンで教えています。
　その後、第 6 回は授業の設計法とか学習指導案の書き方、評価ですが、教科教育法を受け
ているからと言ってこのあたりができるようになっているかと言ったら大間違いです。私の経
験では司書教諭の授業は人数が少ないので指導案もかなり見てあげられるのですが、[ 教科教
育法が ] 比較的大きな教室の授業だと先生がやり方を教えるだけだったり、先輩からちらっ
と見たり、などという話になっています。この段階ですでにプロセスモデルを教えていて、自
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分だったらどんな授業ができるかを考えさせはじめています。そこに、中山 [ 美由紀 ] さんた
ちがやっている（東京学芸大学の「先生のための授業に役立つ学校図書館活用データベース」

（http://www.u-gakugei.ac.jp/~schoolib/htdocs/）をひいたり、いろんな指導案を見たりし
て考えてきてもらって指導案の書き方を指導するというのが第 6 回です。今年は [ 学校図書館 ]
見学会を実施することができましたが、学生の日程が合わないと見学会の実施は難しいです。
今年は遊佐さんの東京純心 [ 中学・高等学校 ] に行って、家庭科教育と図書館のコラボレーショ
ンを見ました。その後、TT（ティーム・ティーチング）のスキルについての話をします。一
人で授業をやるのと TT はスキルが違うということで、TT の掛け合いなどのスキルについて
資料を読んでもらったりしながら、TT でお互いの専門性を引き出しあうということはどうい
うことかを考えてもらいます。
　その後、第 9 回で指導案を作ってもらいます。指導案を作るときに学生たちが見落とすのは、
資料があるのかを考えないでアイデア勝負の指導案を作ってくるわけです。この科目を教え
はじめた頃に何回か見て、この人たちは学校図書館に勤めたことがないし、コレクションも
作ったことがないから、こういうことが起き得るのだとわかってきたので、模擬授業の前に
リストを出させることにしました。そのリストは 2 種類で A4 の裏表の一枚に収めなくてはい
けないことにしています。そのうちの前半は自分が教員側が授業案を作るときに参考にした
資料のリスト、裏のもう一つのリストは子どもがその授業をするときに手にする資料のリスト
を作らせています。特に後半の方をやらないとアイデア勝負のものを出してきます。そうし
て模擬授業をみんなでやって、小学生なら 45 分、中・高なら 50 分の模擬授業をして、ディ
スカッションをします。最終回はその模擬授業を経て、皆さんからもらったその日の授業評
価シートを見ながら、授業案を作り直してもらって出してもらいます。

　いつも通り、積極的参加をしてもらいた
いということと、グループ発表ということ
で授業案のアイデアと資料を出してもらう
時の発表があり、模擬授業もグループ評価
です。ただし、最後に模擬授業が終わって
出し直してもらう指導案は個人評価をしま
す。

　授業案の要件ですが、司書教諭役と教科
教諭役の TT の授業案を作らせます。司書
教諭役は情報活用能力と情報リテラシーの
育成の目標と、教科としての目標を定める
ことを条件にしています。また、評価も教
科教諭側が設定するものと、司書教諭側が
設定するものの双方が含まれているように
してくださいとしています。教科教諭と司
書教諭のそれぞれの動きとその意味がわか
るような書き方をしているのも条件にして

評価の方法 
• 授業への出席と積極的参加（20%）←発言や態度を個人
評価 

• 授業中でのグループ発表（20%）←グループ評価 
– 学習指導案のアイディアと学習指導案作成に用いる資料の
リスト提出・ 発表会 

• 模擬授業（30%）←グループ評価 
– 模擬授業は小学校は45分、中学校・高校50分で、司書教諭役
と教科教諭役のペアで実施 

– 受講整数が多く、グループで準備した場合は、途中で入れ
替わって全員が教壇に立つこととする 

• 学期末レポート（30%）←個人評価 
– 模擬授業後の検討会、また検討会後に他の学生から受け取っ
た「授業評価表」を参考にして、個人で学期末レポートを作成、
提出 

授業案・模擬授業の要件 
• 司書教諭役と教科教諭役のT.T.の授業案である
こと 
– 情報活用能力/情報リテラシーの育成に関する目標
と、教科としての目標を定めること 

– 評価も、教科教諭の側が設定するものと司書教諭の
側が設定するものの双方が含まれていること 

– 教科教諭と司書教諭のそれぞれの動きと、その意味
が 分かるような書き方がされていること 

• 授業者としてのスキルと、Teamとしてより効率的
/効果的に動くためのスキルを模擬授業までに
練習しておくこと 
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います。授業者として、チームで効率的効果的に動くためのスキルを模擬授業までによく練
習するようにと、丸投げで司書教諭の先生が一人で授業やってとか、もしくは 45 分のうち
30 分を司書教諭役が一人でやっていて、もう一人の先生役が黒板の横に立っているみたい
なのはだめだよと言っています。そういうことも実際、授業であるかもしれないけれど、模
擬授業では掛け合いを大切にしながら、お互いの先生の存在の意味をちゃんとわかるように
してくださいと言っています。

　ちなみに情報リテラシーの目標は実はこ
の教科書の後ろに、青山学院の小学校低学
年から高校 3 年生までが 6 つのプロセスの
どこを学んでいくかを書いたカリキュラム
案があります（p.164-169）。これや、プロ
セスモデルをどうやって教えるのか、要す
るに、例えば歴史では縄文時代の勉強は小
学校、中学校、高校でも学び、らせん状に回っ
ていくというように、プロセスモデルを学
ぶことも同じように回って高度化していく
ように考えてることを強調しているつもり

で、そのためにもこの教科書が非常に重要な役割を果たしています。また、学生に自分で授
業案のアイディアを探しておいでというだけだとどうやって探したらいいかわからないぐら
い新しい話なのだなというのが私の印象です。だから教科書が重要になっている。TT も情
報リテラシーを育成する目標を立てるのも新しいし、とにかく自分が経験したことがないと
いうのがあると思っているので、先ほど言ったような森田先生の本、庭井さんの本、遊佐さ
んの本、中山先生がやっているデータベースなど、ここにいらっしゃる方々の本も含めて、
本当にありとあらゆる関連本…玉石混交（笑）、変なのも含めてプロセスモデルを教えるた
めに出されたと思しき本はどんどん見せます。批判するなら使わなくていいので。教授法も
新しくなるし、情報リテラシーの育成も新しいということで実践的なものを含めてがんがん
見せているということです。

教科書 
• 堀川照代編『学習指導と学校図書館』樹村房、2002（司書教諭
テキストシリーズ03）． 
– 自分が学習指導案を作成する教科の学習指導要領解説 

• 多くの参考資料を提示（検索、参考資料収集を促す） 
– 新しい教育と教育方法に関する参考資料 

• <キーワード> 授業/教材設計（授業デザイン；インストラクショナル・デザ
イン）；協同/ 協調学習；探究（型）学習；調べ学習；問題/課題解決学習 

• また、キーワードを教科名と組み合わせて検索してみるとよい 
– 情報リテラシーとその育成に関する参考資料 

• <キーワード> リテラシー；情報リテラシー（インフォメーション・リテラシー；
情報活用能力）；情報探索；情報行動；批判的リテラシー；メディア・リテラ
シー；クリティカル・シンキングなど 

– 理論的なものだけでなく、実践紹介本、研究会等で入手した資料も
提示 
• 後藤芳文, 伊藤史織, 登本洋子『学びの技：14歳からの探究・論文・プレゼン
テーション』玉川大学出版部, 2014. 

• 庭井史絵編著, チームちりぷろ『地理で学ぶ6ステップ探究学習：学校図書館
を活用したカンタン世界の国調べ』[自費出版], 2010. 

 

　最後に。[ 受講生が ]10 名いてほしいとい
うのが 10 年やっていて思っていることです
が、今、司書教諭課程の変革期だと思うの
で上手くコントロールできていません。学
校図書館の資源や場所を活用する授業を大
学の教室でやるというのは至難の業で、先
ほどのリストを出させることで補完してい
るつもりだし、学生が欲しいと言った資料、
例えば『ポプラディア』を買い、司書課程
としてできることは一所懸命、できること
はしていますが、なかなか難しいし、イメー

ジすらわかない学生もいて、学校図書館見学会を実施したいけれど日程調整が難しくてでき
ない年が結構あります。それでも今年は 2 名か 3 名で行きましたが、とにかく難しいです。
それから「情報資源組織演習」（本学では「目録」と「分類」の 2 科目）と「情報サービス

課題：過去10年の実践から 
• 10名程度いれば、学生たちの間でとてもよい意見交換ができる 
• 学校図書館の場や資源を活用する授業の模擬授業を大学の教室
で行うことは容易ではない 
– せめて学校図書館見学会を実施（でも…日程調整が難しい！） 

• 「情報資源組織演習」「情報サービス演習」を受講していない学生
たちが、情報リテラシーの専門家になることができるのか？ 
– やる気のある学生はこのクラス「学習指導と学校図書館」を受けて、
問題意識をもち、司書資格取得を目指すようになる 
（でも遅かったりして…） 

• 本学教職課程が大きく、連携ができていない 
– あらゆる科目について、複数（たくさんの）クラスが開講 

• 講師中心の模擬授業しか見たこともやったこともない、「社会構成主義」を
一度も聞いたことがないと述べる 学生の存在。どこから教えればよいのか 
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演習」（本学では 1（情報検索）と 2（レファレンス・サービス）の 2 科目）を受講してい
ない学生が情報リテラシーの専門家になり児童・生徒を教えるというのは至難の業で。情報
検索も、ネットで検索して上から出てきた何件かを見ましたということを言っちゃう学生が
います。そういう人たちに、そういうレベルじゃなく情報探索をするということは…という
ところから話さないといけないときもあります。私が言っていることを聞いたことがある
が、演習をしたことがない人たちが情報リテラシーの専門家、教える側になる指導する側に
なるというのは至難の業です。ただし、この授業を受けて本当にまずいと思って司書資格を
取りはじめる学生が毎年のように発生しています。これをやらないと司書教諭になれないと
いうことがわかってくるということで、このクラスに司書コースも取っているという学生が
一人でもいると、その子がどんどんリードできるので、他の学生も司書資格をとりたいとな
るのですが、だいたい 3 年生なので遅いのです。現在、働きながら通信をやっている子が
いるのもこういうところからです。教職課程が大きくて連携ができていません。同じ建物に
いるのでもっと仲良くすべきだというのは重々承知なのですが、専任教員といくら話が通じ
ていても非常勤が山ほどいるので、その非常勤の先生のクラスの教科教育法に口を出すとい
うのはほとんどできません。ただしすごく正直に言えば、教科教育法で、本学の学生だけで
なく、他大学で学部で教科教育法を学んできた院生もいて、それも習っていないのかという
ことが日常茶飯事で、生意気な言い方になりますが、驚き呆れることもあります。

　私が司書教諭の養成に関わったのは 2002
年からです。講習は 2013 年まで、学部の授
業は昨年（2015 年）の春学期までやりまし
た。現在はリタイアしておりますので、今
から皆さんのアドバイスを受けて自分の授
業を改善することはできないのですが、そ
れでも自分の経験を振り返ることは意義が
あると思いますし、これから司書教諭養成
のあり方を考えるうえで何かのお役に立て
ばと思い、お話をさせていただきます。

　まず、第 1 回と同様に、今日のテーマに
関連して私のバックグラウンドを簡単にお
話しします。昭和 22 年に小学校に入学し
ました。学習指導要領が制定された年です。
その翌年に日本国憲法は公布されました。
戦後の学校教育をフルに受けた最初の世代
ということになります。教職に関わるよう
になってから自分の受けた教育を振り返っ
てみると、例えば、ジョン・デューイの教
育論やエドガー・デールの視聴覚教育論は、
わりあいにすんなりと入ってくる部分があ
りました。英語の教師でしたので言語教育

教育実践共有シンポジウム （第５回）

「学習指導と学校図書館」
足 立 正 治

大阪教育大学天王寺キャンパス 中央館４１６教室

発表者のバックグラウンド
• 学校図書館に関わる略歴

– 年～ 年 甲南高等学校・中学校で学校図書館経営

– 年～ 年 大阪樟蔭女子大学、大阪大学、南山大学で非
常勤講師 「学校経営と学校図書館」「学習指導と学校図書館」

– 年～ 年 滋賀大学「学校図書館司書教諭講習」講師

• 学習指導に関わる経歴

– 年～ 年 兵庫県の県立高校・私立高中で英語科教員

– 年～ 一般意味論の研究と実践

– 年～ クリティカル・シンキング教育の研究と実践

– 年～ 数年間にわたって日本語教師養成に関わる

– 年～ 年 中学で「情報活用」を担当

足立正治先生「学習指導と学校図書館」の教育実践
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との関連で、一般意味論にもよく触れる機会がありました。それがその後のクリティカル・
シンキング教育とかホリスティック教育とかに関心をもつ素地になっているのではないかな
と思っています。学校図書館には 50 歳を過ぎてから校務分掌として 8 年間、当時の図書課
長（視聴覚課長と兼務）という立場で関わりました。週 4 時間の授業の減免があり、兼務
の司書教諭と同じ立場でした。幸いなことに実務は司書の皆さんがやってくださっていたの
で、私は専ら図書館を活用した教育のあり方を考えて、それをいかに全校的な実践にうつす
かということに専念できました。そういった経緯から養成の授業でも学校経営とか学習指導
といった観点から学校図書館の活用を考える 2 科目を担当することになりました。

　中村さんと同じように、「学校経営 [ と学校図書館 ]」のときと同じ樹村房の司書教諭テキ
ストシリーズを参考にしました。

　私たちは、とかく目先のことに捉われて
全体が見えなくなっていることが多いの
で、養成の授業でも、できるだけ全体の構
造の中で今やっていることを意味づけるこ
とを心がけました。学校図書館は、よく学
習情報センターとか読書センターとか言わ
れるわけですが、両方の機能がお互いに関
係しあって成り立っていることを忘れては
困る。学習指導は読書の活動が支えて、読
書の活動も学習活動に支えられているとい
う関係で、このあたりのことをこの前のシ

ンポジウムでお話しいただいた朝比奈 [ 大作 ] 先生も指摘しておられます。

参考にしたテキスト

堀川照代・編集

『学習指導と学校図書館』

（司書教諭テキストシリーズ
、樹村房、 ）

 

五科目相互の関係

• 「司書教諭テキストシリーズ」（樹村房， ）のコンセプト

– 配布資料参照

– 「（「読書と豊かな人間性」で学ぶ）子どもの読書活動とその指導
のあり方とは、子どもの学習活動とその指導に関わる「学習指導と
学校図書館」と有機的に関連づけて学ぶ必要があるし、この両科目
は、学校図書館資源の収集・整理・保管に関わる「学校図書館メデ
ィアの構成」、ならびにその利用・提供にかかわる「情報メディア
の活用」の両科目において学習される知識と技能との基礎の上に立
つものでなければならない」

朝比奈大作・編集『読書と豊かな人間性』（樹村房、 ）序文より

古賀節子監修

「司書教諭テキストシリーズ」

（樹村房、 ）より
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　このテキストが情報活用能力の育成に絞
り込んでいるところにも注目しました。ど
うやって学校図書館を学習指導に活かして
いくかということを考えるときに、その基
盤となる情報活用能力の育成を考えていく
ことが大切だと思います。ここでは情報活
用能力の育成は横断的に捉えられ、取り組
まれるべきと書いてあります。もう一つは、
全教職員によって全校的に計画をたてて推
進されるべきものであり、特に司書教諭と
情報関連担当教諭との協働が必要になると
いう指摘をしているわけです。

　私なりにテキストの内容を再構成しました。1が序論、メインは2と3で実習、ワークショッ
プが中心になります。講習では、1 日目から探究学習の展開を視野に入れてワークショップ
の準備をはじめていきます。4 は、最終日の午後に時間を取って講習を振り返ってもらいま
す。情報サービスについては、時間の関係もあってパスファインダーの作成とレファレンス
の二つの項目しか扱いません。そこからいろんな情報サービスのバリエーションが考えられ
るだろうと思っています。「教育課程の編成と展開」が二か所ありますが、学校図書館法で
は展開しか書いていないのですが、編成に関わることも重要だと思っています。最近、個々
の教員の裁量権がだんだん狭められてきていて、お仕着せの教育課程を逸脱することなく、
そのまま忠実に展開する授業が行われることが多い。司書教諭一人一人の学校での立場や影
響力はさまざまですが、それでも教員である限りは全校的な教育課程、あるいは各教科の教
育課程に対して何か意見を言って働きかけていくこともできるだろうと思います。兼務の司
書教諭であっても、教員会議の時に発言したり、各教科の先生方をつかまえてその教科の教
育課程、カリキュラムについて話をして、こういうところで図書館の利用ができるのではな
いかとか、なんらかの形で関わっていくことができるはずです。それを強調するために講習
の導入のところと振り返りのところで「教育課程の編成と展開」を取りあげて、皆さんの考
えを出してもらうことをやっています。

情報活用能力の育成

「情報活用能力の育成は、学校図書館、情報教育、種々の教科教育
という縦割りの中で捉えられるものではなく、横断的にとらえられ
取り組まれるべきものである。児童生徒のなかでは、決して、縦割
りに学習活動が行われているわけではないのである。したがって、
情報活用能力の育成は、全教職員によって全校的に計画を立て推進
されるべきものであり、とくに司書教諭と情報関連担当教諭の協働
が必要となる」

堀川照代・編集『学習指導と学校図書館』（樹村房、 ）序文より

テキストの構成（目次より）

第 章 学習指導がめざすもの

第 章 情報化社会における
リテラシ―と学校図書館

第 章 新しい学習目標と
学校図書館

第 章 学校図書館利用指導から
リテラシー教育へ

第 章 情報活用能力を育む指導

第 章 テーマの設定と
情報探索の計画

第 章 情報・資料の探索と収集

第 章 情報・資料の活用

 
 
 

第 章 情報・資料のまとめと
伝達・保存

第 章 問題解決学習の活動の評価

第 章 情報活用能力の育成と
学校図書館

第 章 学校図書館メディア活用
能力の指導計画

第 章 学校図書館メディア活用
能力指導計画の実施

第 章 学習指導における司書教諭の
積極的な役割

第 章 情報教育の一翼を担う司書教諭

 
 
 

講習内容（テキストの再構成）

１．学習指導と学校図書館

・情報化社会における学校

・情報とメディアのリテラシー

・学習指導要領と学校図書館

・教育課程の編成と展開

２．探究学習の展開

・情報活用プロセス・モデル

・探究活動の展開

・評価

・指導計画

３．情報サービス

・パスファインダーの作成

・レファレンス

（レファレルサービス、カレント

アウェアネスを含む）

４．司書教諭の役割

・全校的な探究学習の推進

・情報サービスの提供

・教育課程の編成と展開

・教職員及び地域との連携
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　講習で目指したことは、学校図書館を活
用する活動のあり方について理解を深め、
司書教諭が果たす役割を考えてもらうこと
です。これだけではわかりにくいと思うの
で次の図をつけました。これは懇意にさせ
ていただいていた関西大学の山住勝広先生
の本の中に紹介されている二つの図ですが、
これらの図を通して自分の学校の教育活動
を把握し、学習指導のあり方を振り返って、
評価と改善に役立てて、学校図書館の関わ
り方を考える手がかりにできるのではない
かと思います。

　授業の方法ですが、基本的に私自身はイ
ンフォーマントとガイド役という二つに徹
することにしています。インフォーマント
は情報提供者のことで、私が学校図書館の
基本的な情報を提供して、先生方にいろ
いろ考えてもらう手がかりになればいいと
思っています。ワークショップはグループ
でやってもらいました。1 回目に話したこと
と重複するのですが、授業での自分の学び
の経験を書いてもらう振り返りも重要視し
ています。受講者とのフィードバック回路

をきちんと確保しておくために、私にとってはこれが非常に重要です。振り返りシートを書
いてもらうことによって、受講者が私の話を誤解している場合は訂正し、上手く表現できて
いない場合にはそれを問い返して、さらにきっちりと語ってもらう。講習の場合は前日に書
いてもらったものを翌日の朝一番に皆さんと問答しながら、前日の学びを共有してから、次
の作業に移ります。結構、丁寧にやっていました。

講習で目指したこと

以下の活動について理解を深め、司書教諭が果たすべき役割を考える

• 情報とメディアのリテラシーを培う学習指導

– 習得・活用中心の授業から探究学習への橋渡し

– 教科書以外の多様な情報源の活用（学校図書館メディアの活用）

• 学校内における探究学習の推進

– 相談、助言、協働（指導計画作成、ティーム・ティーチング…）

– 教職員相互の連携と協力による探究を促進する学校文化の形成

• 学校の外（地域）に開かれた学習活動

– 学校の外にリソースを求め、地域の施設や専門家と協働する

– 社会から学び、社会に貢献する学習活動の推進

山住勝広『ハイブリッド型教育による探究的で拡張的な学びの創発 
ー学びのプラットホームを築くー』 2008 

授業の方法

• 情報提供

– 基本的概念の解説、資料配布、ビデオ（ 、参考図書や調査
課題の提示（事前調査課題、大学図書館の活用…）など

• グループワーク

– 協働による実習、討議、発表

• 受講者と相互のフィードバック（振り返りシートの活用）

• 心がけたこと

– 受講者の意識や理解に応じた導入と励まし

– 具体的な実践事例の紹介

– 適切な課題の提示とサポート

山住勝広『ハイブリッド型教育による探究的で拡張的な学びの創発 
ー学びのプラットホームを築くー』 2008 
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　学習指導要領の解説には小学校から中学
校まで全学年同じプロセスモデルが出てい
ます。これは結構よくできていると私は思っ
ています。そして、「他者と協同して取り組
む学習活動にすること」として、「多様な情
報を活用して協同的に学ぶ」「異なる視点か
ら考え協同的に学ぶ」「力を合わせ交流して
協同的に学ぶ」という 3 点を挙げています。
これを外さないようにしてこのプロセスを
循環的に辿っていく。Big 6 のような直線的
なモデルではなくて、循環的なプロセスモ
デルを使うことを私は勧めています。

　探究のところだけ説明したいと思いま
す。先ほどの中村さんの話とは逆になるか
もしれません。私の場合、プロセスモデル
は使うのですがプロセスモデルに従って授
業を進めることは勧めていません。探究の
学習は子どもたちにどんどん試行錯誤させ
ましょうと言ってます。その中で、必ず生
徒が迷ったり袋小路に陥ったりして上手く
進まないことがあります。探究というのは
非常に複雑な作業をやるわけですから、そ
れをきちんと整理をするためにプロセスモ
デルを使いましょうということです。学習
者が強い感情をもった場合、学習が進まな
くなることがあります。困難や挫折といっ
た負の感情だけでなく、本筋から逸れた事
柄や情報に非常に興味をもってそこに集中
した場合も先に進まなくなります。そういっ
た場合でも、強い感情に捉われて学習が停
滞しないようにプロセスモデルを念頭にお
いて自分の学習過程をモニターしているこ
とが必要になります。

探究学習の展開と指導の要点

• 複雑な学習過程を整理する

• 見通しを立て、計画的に学習を進める

• 学習の進捗状況を把握する
– （生徒にとって）自らの学びを調整できる

– （教師にとって）必要な時に適切な介入を行える

• 困難や挫折を乗り越える手掛かりを得る
– どこでつまづいたかを知ることができる

プロセス・モデルの活用 

学習指導要領解説 
総合的な学習の時間 
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　これはカナダのアルバータ州の Inquiry
モデルです。今、カナダの学校図書館は
Library　Learning　Commons（LLC) に
移行していますが、このモデルは、もとは
Alberta　Learning の HP に出ていたので
す。現在は、Alberta　Learning がなくなっ
て Alberta　Education に な っ て い て、 そ
こに資料として保存されていて膨大なガイ
ドブックですが、非常に参考になります 2）。

　もう一つ、最近のものとしては日本にも
来られたことのある [Barbara]Stripling さ
んのモデルも循環型になっています 3)。段階
を追って順番にやっていったらいいのだと
いうように受けとめられ、マニュアル化す
る恐れのあるようなモデルはできるだけ避
けて、試行錯誤的に行ったり来たりする循
環型モデルを使うように勧めています。

 

Stripling Model of Inquiry (Library of Congress) 

　講習や学部の授業では、試験はやりませ
ん。学習過程の観察とポートフォリオの二
つを使います。学習過程でやったことを全
部ファイルにして提出させています。人数
は多くないので、授業への参加態度や、課
題をちゃんとやってきたかは見ればわかり
ます。自発的にさらに発展的に学びをして
いるがどうかは、振り返りで見ます。学部
の授業でも毎回振り返りをやっていて、ど
んなことに気づいて何を学んだかを書いて
もらい、それに対するフィードバックを次

の授業でします。14、15 回の授業を通じてその記述の仕方がどう変化していったかを学生
自身にもわかるように見ています。

探究学習を促進する評価の在り方

• ポートフォリオ

– 探究の過程における学びを評価（形成的評価）

• パフォーマンス

– 決められた時間とスペースにおける評価（作文、発表、スキ
ルなど）

– 日常的な活動の観察（調査研究能力、自己学習能力、対人表
現能力）

• ルーブリック

– 探究に必要なスキルなどの達成度を自己評価
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　常に疑問に思っていること、私自身が常
に自分に問いかけていることがあります。
学校図書館を活用する教育活動によって、
いったい我々は何を目指そうとしているの
か、どういう人間を育てようとしているの
かということにどう答えていったらいいの
かを考えたときに、理念倒れという批判も
あるかもしれませんが、アメリカの学校図
書館基準には明確に書かれています。1998
年と 2009 年の基準を比べてみると非常に明
確です。これをきっかけにして、私はジョン・

デューイのことを勉強しなおしたいという気もちになり、読書会をやりはじめました。
　情報リテラシーを身につけて自主的に学び、民主主義社会の一員として責任をもった行動
ができる人間を育てるということが 1998 年の基準では明記されているし、2009 年の基準
では、探究と創造といった活動を通して、民主主義社会に参加し人間的な成長を目指す生き
方を追求するということが指摘されています。それを具体的な指導に活かすために、自分が
やってきたこと、あるいは足りなかったところをチェックするためのヒントが基準に書かれ
てあります。

　子どもたちが協同的に学ぶ過程に教師や
司書教諭がどう関わるかということですが、
ただ関わればよいだけでなく、まず、教師
自身も含めた学びの共同体が形成できてい
るかどうか、相互作用によってお互いが触
発しあって学び合う共同体になっているか
を見ていきたいということです。
　次は、コミュニケーションのプロセスを
観察して、上手くいっていない場合には何
らかの形で介入していくことが必要です。
いくつか挙げてありますが、日本人は他者

の意見に同調することによって人間関係を築いていくと言われていますが、考えの違いをき
ちんと表明できるか、それを許容する人間関係になっているどうか。想像力、イマジネーショ
ンというのは、ここでは「現実の中に可能性を見る力」という意味です。現実を見ない「妄
想」ではなくて、現実の中に見えていないものを想像してさまざまな可能性を見ていく力を
どういうふうに育てていくかということです。反省的思考 ( クリティカル・シンキング ) に
ついては、私が学んだリチャード・ポール（Richard Paul）先生のクリティカル・シンキ
ングの資料を添付してあります。これを元にして生徒の学びを観察し、助言を与えたり、問
いかけたりしていくということです。最後は、学習が自発的な活動になっているかどうかと
いうことです。これについては、いわゆるヴィゴツキーの理論であるとかブルーナーの足場
かけ理論とかいろいろありますし、最近注目されているアフォーダンスという考え方も取り
あげます。学習者のやる気にどうやって火をつけるか具体的な方法を提示して、それらをど
んどん活かしていきましょうという話をしています。
　最後の「美的経験」については、ジョン・デューイを読み、2009 年の基準を見て、課題

アメリカの学校図書館基準に学ぶ

• 児童生徒の学習のためのインフォメーション・リテラシー基準
（ ）

– 情報リテラシー（情報へのアクセス、評価、活用を効果的に行う）

– 自主的学習（情報リテラシーを身につけて自ら主体的に学ぶ）

– 社会的責任（民主的社会における倫理的行動と集団活動への参加）

• 世紀の学習者の基準（

– 探究し、クリティカルに思考し、知識を得る

– 結論を導き、情報にもとづく決断をし、新たな状況に知識を適用
して、新しい知識を生み出す

– 知識を共有し、民主主義社会の一員として倫理的かつ生産的に
参加する

– 個人的、美的成長を追求する

観察と介入のポイント

• 学びの共同体

– 相互作用によって、個性を触発し合う共同体

• 経験の共有（コミュニケーションを通じた学び）

– 差異の表現（個々の経験の違いを表現し、共有する）

– 想像力の解放（現実の中に可能性を見る力）

– 反省的思考（クリティカル・シンキング）

– 自発性の喚起（新たな行動に駆り立てる欲求や衝動）

• 美的経験へ

– 能動的経験と受動的経験の調和（相互作用による気づきと学び）

– 制作、議論、探究過程において美的経験を求める
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として浮かび上がってきたもので、自発性にもつながってくるわけですが、子どもたちがま
ず喜んで気づきを得られるような経験をどれだけさせているだろうか、ただ単に課題の提出
期限で追いたてるだけの授業になっていないか、子どもたちが話し合いの中で自分の発言が
きっちり受け入れられて、よかったと思える経験になっているかどうかというところも見て
いけたらいいと思っています。

　今日の話の順番ですが、なぜ私が大学で
教えるようになったか、授業の科目の狙い、
講義概要・授業概要、講義をやって考えて
いることでお話を進めたいと思います。
　1998 年に学校図書館法が改正されて、
1999 年、京都教育大学の講師の依頼が来ま
した。大学で免許・資格として司書、司書
教諭、教職を取得していました。大学の恩
師は司書教諭で入れると思っていたのです
が、雇用形態は事務職の司書でした。なぜ
司書教諭になれなかったかというと教師だ
と授業のコマ数で勤めます。図書館は開館
時間があるのでその時間は図書館に居てほ
しいとすると拘束時間での勤務になり、事
務職である司書での採用しかないという発
想だったようです。第二次オイルショック
時だったので、本当に就職がなく就職でき
たという喜びの方が大きくて、入社当初は
先のことは考えていませんでした。しかし
司書であるということでいろいろありまし
た。教職でない私が制度的に大学講師がで
きるのだろうか、私に資質的に講師が務ま
るだろうかとう二つの心配がありました。
恩師からは現場の経験を積んだ人が必要だ
からぜひやってほしいという話でした。上
司には了解を得られましたが、なぜ事務職
員が大学に教えに行くのかと事務職員間で
理解が得られませんでした。紆余曲折があっ
たものの、管理職の了承がありましたので、
その年から「学習指導と学校図書館」を教え、
これが私の大学で教えるスタートとなりま
した。

司書教諭資格付与科目
「学習指導と学校図書館」授業実践共有シンポジウム

年 月 日 於大阪教育大学天王寺校地
同志社大学 嘱託講師 家城清美

本日の内容

 はじめに 講師を引き受ける前に考えたこと
 ･ 略歴・ 講義を支えてきたもの
 ･ 「学習指導と学校図書館」のねらい
 講義概要
 授業内容
 授業事例 ･ ･
 おわりに 授業の課題 ･ ･

はじめにー講師を引き受ける前に

年晩秋 恩師からの☎
私にやれるだろうか？
私がやっても大丈夫？
現場の経験者を文部省は望んでいる
同僚⇒図書主任⇒教頭⇒校長 了承

年
京都教育大学 春季 「学習指導と学校図書館」

家城清美「学習指導と学校図書館」の教育実践
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　その後、隔年で京都教育大学で教えた後、
放送大学の分担講師を務めました。京都ノー
トルダム女子大学でも教え、その後、同志
社大学、同志社女子大学、大谷大学でも教
えています。「学習指導と学校図書館」しか
教えていません。大谷大学では「情報メディ
アの活用」も担当していますが、これは教
員 2 人で 30 名前後の学生を主に演習をさせ
ながら教えています。その中でディベート
もしており、その演題を毎年、私が考えて
います。

　講義を支えてきたものは、なぜ学校図書
館は利用されないのだろうか、利用はされ
ているとしてもどうして認識が行き渡らな
いのかという思いでした。勤め先が同志社
大学に近く、時間があると恩師のもとへ行っ
ていました。恩師はアメリカの学校図書館
の研究を主にしていた人なので、いろいろ
な資料があり読ませてもらいました。いろ
いろな講演への参加もでき、こんなふうに
図書館が使われているのかと司書の時代か
ら見ていました。同志社自体、新島襄がア

メリカへの留学経験があり、同志社大学設立の際に一番はじめに作ったものが教会・教室・
書籍館という図書館でした。ですから、中学校・高等学校でも本は大事ということで予算も
潤沢にありました。しかし、司書教諭と司書の違いはあまり理解されていなかったと思いま
す。入社後しばらくして、事務職でも司書と書かれていた呼称がなくなり一事務職が 2 人
図書館にいるという形になりました。その中でだんだん人事異動の対象となる流れが出てき
ました。新館の図書館を作りやコンピュータ化などいろいろなことを行き詰まりもありなが
らやっていました。
　1998 年に学校図書館法が改正され、私は 2001 年に専任・専門・専従の司書教諭に発令
されました。同志社四中高の中で一番早く司書教諭になり、他の中高の図書主任も見に来て、
司書教諭の働きがわかってきた段階で各学校にも司書教諭が置かれるようになりました。司
書教諭になった翌年から「総合的な学習の時間」をしなくてはならなくなりました。同志社
の四中高の生徒のほとんどは同志社大学に入りますので、高校三年になると受験というより
はレポートを書くなど調べ学習をどんどんやっていました。口頭発表や作品制作をしていた
ので、学校自体、「総合的な学習の時間」を特別視することなく、高校でやっているのだか
らという雰囲気でした。教務主任から依頼を受け、いろいろな教科、各学年の先生に向けて
調べ学習とは何かなどのレクチャをすることになりました。私は司書の時は授業のコンサル
タント、カウンセラーの役割だったのですが、司書教諭になってからは一足飛びに学習その
ものをコーディネートするような役割を担うようになりました。司書の時にやっていた支援
とは違い、いろいろな授業実践などを見ていくようになりました。各先生のいろいろな課題
を見る中で、生徒にとって楽しい課題もあれば、5 分でできてあとは騒いでしまうような課

略歴ー学校司書⇒司書教諭
⇒非常勤講師（大学）

 ･ ･ 年 京都教育大学非常勤講師
「学習指導と学校図書館」

 ～ ～ 年 放送大学分担講師
「学校経営と学校図書館」

 年 京都ノートルダム女子大学非常勤講師
「学習指導と学校図書館」

 年～ 同志社大学嘱託講師
「学習指導と学校図書館」

 年～ 同志社女子大学非常勤講師
「学習指導と学校図書館」

 年～ 大谷大学非常勤講師
 「学習指導と学校図書館」

「情報メディアの活用」

講義を支えたもの

 恩師の所蔵資料に触れて
アメリカの学校図書館基準

 大学での研究会への参加
『 Information Power Ⅱパートナーシップの構
築』の和訳、 の聞き取りと和訳

 母校での講演会への参加 の会長などの講演
 傘下の中高との研修会・情報交換
 「総合的な学習の時間」等への参加と協働

担当教員の授業方法・課題を知る。生徒を知る
→支援の経験を積む
良い課題とは。 と の理解。

学
校
司
書
（事
務
職
員
） 

司
書
教
諭 
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題もあり、何が違うのだろうかと考えることを体験していきました。その中で『インフォメー
ション・パワー：学習のためのパートナーシップの構築』（アメリカ・スクール・ライブラ
リアン協会 , 教育コミュニケーション工学協会共編 , 同志社大学学校図書館学研究会訳 ,　
日本図書館協会 , 2000）という本を訳しました。その中に二つの評価方法で Assessment
と Evaluation が出てきます。Assessment の意味として、点数とかでの評価はしないけど
も状況は判断するということとしかわからなかったのですが、授業がはじまってみると、
ある学年でアメリカ人の先生と組むことがありました。生徒が私語し出すと上手く先生が
生徒の中に入って行き生徒から授業での活動の進捗状況を尋ねる場面が何度かあり、これ
が Assessment かとわかってきました。ルーブリックへの理解もこのあたりからできる
ようになりました。司書教諭になった当初から、授業は情報活用の理論を前面に押し出す
のではなく、先生の課題を検討し、何が問題か司書教諭がまず考え、実践し、その過程を
振り返り重要なことを授業に取り入れるという方を取り入れていました。

　「学習指導と学校図書館」を教えるように
なって、文科省からのアンケートに答える
ことがあました。「学習指導と学校図書館」
のねらいは学習指導における学校図書館メ
ディア活用についての理解を図ると記され
ていました。教える内容は①教育課程と学
校図書館、②発達段階に応じた学校図書館
メディアの選択、③児童生徒の学校図書館
メディア活用能力の育成、④学習過程にお
ける学校図書館メディア活用の実際、⑤学
習指導における学校図書館の活用、⑥情報

サービス ( レファレンス等 )、⑦教師への支援と働きかけで、こういうことを教えてくださ
いとなっていました。「情報メディアの活用」を見てみると、ねらいは学校図書館における
多様な情報メディアの特性と活用方法の理解を図ると書いてあります。

　単にメディアの活用だけでなく、もう少
し授業の中で考えるあるいは考えたことを
表すためのメディアの活用というような大
事なことがあるのではと思いました。授業
をもつ実践者としての私が、学校図書館を
少しでも理解してもらおうと思っていたこ
とは、学習指導における学校図書館の活用
の理解です。なぜ使うのかという根幹を理
解してもらいたいのです。ここを理解して
いれば、司書教諭になっても学校図書館を
使うと思ったのです。それはメディアだけ

ではなくて、学校経営の立場とは違う意味で、資料とか設備とか人を含んだ理解が必要で、
ここをやらなくてはいけないだろうなと思いました。
　それと司書教諭の役割と意義への理解も必要です。先生方は学校図書館は大事と言います
が、教科が忙しくなってくると、学校図書館は大事だが教科が忙しいので学校図書館を活用

「学習指導と学校図書館」のねらい
平成１０年３月１８日付文初小第８０号 文部省初等中等教育局長通知 「学校図書館司書教諭講習規程の一
部を改正する省令について」より

司書教諭の講習科目のねらいと内容

ねらい：学習指導における学校図書館メディア活用
についての理解を図る

教育課程と学校図書館
発達段階に応じた学校図書館メディアの選択
児童生徒の学校図書館メディア活用能力の育成
学習過程における学校図書館メディア活用の実際
学習指導における学校図書館の活用
情報サービス（レファレンスサービス等）
教師への支援と働きかけ

情報メディアの活用
ねらい：学校図書館における多様な情報メディ
アの特性と活用方法の理解を図る

「学習指導と学校図書館」ならではの
重要なこととは？

「学習指導と学校図書館」のねらい

ねらい：
＊学習指導における学校図書館の活用の理解

メディアだけでなく、資料・設備・人を含んだ理解の必要

＊司書教諭の役割と意義の理解ー法的根拠に基づく：
時代とともに変容する司書教諭の役割の理解
カウンセラー・コンサルタント・コーディネター・ファシリテーター

即戦力のある司書教諭の養成
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する時間がないと言い、学校図書館が第二になってきます。そのような状況で司書教諭になっ
たとしても意気消沈することのないように、学校図書館は学校図書館法という法的根拠があ
ると指導の中で言っています。そうでないと一人職場なので、理想と現実がかけ離れればか
け離れるほど、気が滅入ってしまうようなこともあり、司書教諭としての役割をためらうこ
ともあると思います。そのあたりの理解もしておいてほしいと思います。このことを学校図
書館を活用する中に入れていきたいと思いました。アメリカのメディア / 学校図書館基準の
中で、10 年ごとに出されるものの経緯を追っていくと、はじめは授業のカウンセラーである、
あるいはコンサルタントであるものから、学習計画を立てていく・学習指導のコンサルタン
トになっていく、次は学習計画そのもののコーディネーターになっていくというように、授
業を構成する初期の段階から司書教諭は関わっていくのだということを、基準の中でどんど
ん食い込ませています。それと同時に、今、言われているのはファシリテーターという、教
えるだけではなく授業で励ます、生徒たちがスムーズに物事ができるように仕向けるという
役も担っていることを言っていかなければなりません。それをやって最終的に何になるのか
というと即戦力のある司書教諭になってほしいということです。少なくても司書教諭になっ
たときに役立つ引き出しを作っていければという授業をしようと思いました。

　講義概要です。夏季集中と通常の授業（司
書教諭資格科目 2 クラス、選択科目として
2 クラス）を持っています。夏季集中の 1
クラスは 30 名強、4 日間で 14 回教えて 15
回目にテストをしています。司書教諭資格
科目としての授業が 2 クラス、あと、通常
の授業で選択科目に入っています。他の司
書教諭の科目を取っていなくて私の科目だ
け取っていることがあります。NDC を知ら
ない学生が半分ぐらい、パスファインダー
を知らない学生がまた半分ぐらいいる中で

やります。同じ大学の中で 6 時間目にもあり、社会人の学生などがいる 10 名ぐらいのク
ラスです。DVD と持ち込みの PC が使える教室を使っています。マンネリになってくると
10 名ぐらいのクラスでは図書館を教室代わりにして授業を進めたりもします。教科書は今
年新しいのが出ましたが、放送大学のテキストでもある『新訂 学習指導と学校図書館』（堀
川照代編 , 放送大学教育振興会 , 2010）を今は使っています。

　まず学習指導要領の変遷をやります。ど
ういう学力がその都度求められていたかと
いうのを、日本で起こっていた他の出来事
や世界のできごとを見ていき教育というの
も教育界だけで起こっているのではなく社
会事情や国際事情の中で揺れ動いているだ
ということを理解し、どのような教育問題
がおこってきたのかという理解の中で、今
なぜ探究学習や資料を使うということをし
なければならなくなってきているのかを戦

講義概要

 クラス： 名強 夏季集中
 クラス： 名強 司書教諭養成

１選択科目として
 クラス： 名弱 １選択科目として

 場所：教室 可）と 図書館
 教科書
 「新訂 学習指導と学校図書館」

堀川照代 放送大学テキスト
 配付資料

年表、各種プロセス参照表、各種グラ
フィックオーガナイザー、支援資料サンプル
（パスファインダー・ブックリスト・図書館マッ
プ）、ルーブリック、評価表など

授業の構成
講義 回 含画像視聴
演習 回（含発表 回）
見学 回

評価
試験
提出物：個人のもの、班のもの
相互評価
自己評価
教員の評価

（作品完成までの机間巡視による評価）
教員の発表内容と作品の評価

授業内容

 学習指導要領における戦後の日本の学力観の変遷
 日本の学校図書館史

学習指導要領での表記や出版物から見る
 アメリカの学校図書館史

図書館の役割と図書館スタッフの役割の変遷
 学校図書館の利用指導理論の紹介：

アメリカ・カナダ
 学校図書館の支援方法：直接支援と間接支援
 成果の発表方法の紹介
 演習：課題に取り組むことから発表・評価まで

調べ学習（含探究学習）の体験から司書教諭の支援を
創造することまでを含んだ発表

過
去
・現
在
を
知
り
、
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後史の中で理解できるようにします。配付資料として、まず自作の年表を配ります。その中
で視聴覚資料を見せ何が起こっていたのかということを疑似体験します。細かいことよりど
ういった流れがあったのかと、その原因と結果を理解させます。各種情報活用のプロセス
参照表は、この教科書に堀川先生が自分のプロセスを書いてあり、その横にリテラシーの
内容を書いておられて、私は結構、気に入っています。それと Big ６スキルズとカナダの
Inquiry と日本のモデルを併記し、いろんなプロセスがあり、どれを取るということではな
く、流れを見てくださいと一覧にして紹介しています。あとは支援資料は、グラフィック・オー
ガナイザーとして、曼荼羅シートとウェビングシートの紹介、支援資料サンプルとしてパス
ファインダー、ブックリスト、図書館マップなども用意し、自作のルーブリックも配付して
います。

　授業予定表です。第 1 回の授業の時に配
ります。授業はだいたい講義 7 回（映像視
聴 2 回含む）、適宜、ブックトークなどのビ
デオも見せます。演習は 7 回あって 2 回を
発表に充てています。見学は毎年 1 回ずつ
入れていて自分の勤務校や近くの公立中学
校に連れていきます。勤めていた時は夜の
学生にも勤務校で資料を使わせて発表案を
作らせていたのですが、今はできないので、
昼間の学生を連れていくときに夜の学生に
も声をかけて行ける人は連れていきます。

評価について、試験をしないと言うと安心してしまうので、知っていてほしいことの試験を
します。提出は個人のものと班のものがあります。相互評価と自己評価の表も作っていて評
価させ、全部点数計算してあとで何点以上は何という割り出しをします。私の評価も入りま
す。11 月後半に班に分かれいろいろ活動するときから、班ごとの名前の表を持って各班の
作業内容を確認しながら何をやっているか机間巡視します。やり取りの中でできるだけ顔も
覚えて、足りないところはその場で注意できるように進捗状況を確かめながらやっていま
す。
　学習指導における戦後の日本の学力観の変遷のあと、日本の学校図書館史をやります。こ
れは学習指導要領に表れてくる図書館の表記、文部省が出していた出版物の紹介もします。
その後、日本と先駆け的なアメリカの学校図書館史をやります。アメリカの場合は数量的な
ものだけでなく、スタッフの役割がものすごく変遷してきていて、時代を上手く捉えた形で
学校図書館が発展してきていることを説明していきます。アメリカが 100 年近くかけてい
ることを、日本は追いつこうとしてこの10年20年で同じことをやろうとしているけれども、
情報化の時代になってきたから同じような認識がもてるようになってきたとか、以前のよう
に、それはアメリカでやっていることだから日本では無理と言われる状況ではないという説
明をしています。それ以外は学校図書館の利用指導理論です。私がこの教科書を選んだの
は、堀川照代先生が利用指導理論の解説を書いておられるからです。それが 1960 年からの
リソース・アプローチ理論と 80 年代のパスファインダー・アプローチ理論、90 年代以降
のプロセス・アプローチ理論の 3 つで展開されています。そこでパスファインダー・アプロー
チが出てくるので、理論を紹介した後に具現化されたものということでパスファインダーを
見せることができます。理論名がただ羅列されているよりも、それぞれの理論の内容を簡潔

授業事例 １ 学生用授業予定表
月 日 １ 月 日 月 日 月 日

講師の自己紹介 シ
ラバスの説明
テキストの版確認
班決め
学生からの自己紹介 この授業で何を学
びたいか

教育改革史
年代～ 年代

資料 １（ ：戦後年表
年表の右の余白は開けておく。
各自のノートに映像を見て重要だと思うこ
とを書いておく

教育改革史
年代～現在 テキスト

「評価法」の変化に留意。
資料 「生きる力」
資料 授業時間の推移

学校図書館利用指導の変化。
テキストｐ ､ ､ 参照
海外の図書館利用指導の変化
探究学習のプロセス
資料 情 報活用のプロセス

月 日 ５ 月 日 ６ 月 日 ７ 月 日 ８

図書館の支援：間接的、直接的支援。
学校図書館活用の目的：支援に関する
資料 （資料 の末尾
資料 ：（ 部裏面あり ブック
リスト
資料 （ ：図書館マップ
資料 テーマチャート表
資料 パスファインダー見本
テキスト 【表 情報活用プロセ
スにおける情報リテラシー】 参照

テキストｐ 参照
ブックトークの方法
テキスト 【表 情報活用プロセスにお
ける情報リテラシー】ｐ ､ 参照
資料 課題
資料 （ 部裏面あり ： 表
資料 各分野における関連主題と主た
る図書
資料 ： を使って
情報の収集：情報探索の計画立案
情報検索 記録をとる

支援内容を考える。
課題の設定：ブレインストーミング
シート グラフィックオーガナイザー）
資料 ： 個人
資料 ： 個人
資料 ： 個人
資料 月 日までに和訳
を読んでおくこと
資料 ： 配布済）

課題への取り組み

月 日 ９ 月 日 月 日 月 日

色々な発表方法
発表シートの記入説明

の視聴

司書教諭の役割：教科とのハブとして。プ
ロジェクト学習を組み立てる力。ファシリ
テーターとしての役割

学校図書館見学
設備と資料を見る
自分たちのテーマの資料がどのように
配置されているかを見る
学校図書館ではどのような資料がある
か実際に見てみる。調べている資料な
ども持っていく。
司書教諭の活動を知る。

発表シート、パスファインダー、ポスター
作成完了へ 。完成品と活動の省察。
発表順番決定 評価表に班名を記入
（自分の班も記入し、斜線を入れる
発表時間： 分 分の質疑応答時間：
制限時間の説明。
資料 相互評価表
資料 自己評価表
評価表記入の説明

月 日 月 日 月 日 月 日 試験

発表 ①
②

準備：タイマー 個、マグネット

発表 ③
④

評価表仕上げ、提出資料の仕上げと提出
総合評価に作品の出来栄えを加点

提出物：
各班でまとめたパスファインダー
班のウェビングシート
班のロジックシート､
各班の発表シート

資料 互評価表
資料 自己評価表

持ち込み不可

検討：発表シート 成果物の説明を入れる場所を明確に。前半；児童・生徒。後半：司書教諭の立場で。

情報活用の目標は資料 での留意点を参考に。どれかに重点をおくのか、あるいは全般に対して支援するのか。選択した理由も書く

連続公開シンポジウム第5回_六校.indd   184 2017/10/18   10:54



学習指導と学校図書館

- 185 -

に書いてある方が学生にも理解できるのかと思い、この教科書を使っています。このあたり
までが理論です。
　その後、こういうことを念頭に置いたうえで、では学校図書館の支援とは何ができるのだ
ろうかというところをやっています。図書館マップを作る、ブックリストを作る、パスファ
インダーを作る、ガイダンス、ブックトークなど学校図書館で行われている支援方法を直接、
間接という言葉を使いながらいろいろな事例を紹介していきます。ここまでで方法論と理論
がわかり、歴史的な経緯で学校図書館を使わなくてはいけないこともわかったことを前提に
して体験学習に入っていきます。体験学習では調べ学習と探究学習の違いも説明します。教
育実習や就職活動などで抜ける学生がいるので、授業予定表で進捗状況をわかっておいてほ
しいことと、15 回目でどのような提出物が必要かもわかるようにしてあります。

　授業事例です。課題を提示します。私も
楽しみたいと思い、今年から三つの課題を
作ってみました。三つの中から学生たちに
選ばせて、やりたいものを多数決でやって
います。班が複数作れるときはグループ討
議をさせます。プロセスの表などを隣に置
かせて、これは生徒にさせるものではなく、
先生としてのあなたが頭に入れておいて、も
し生徒が困ったときあなたが振り返って生
徒の支援の参考にするものですと言います。
これをまず生徒に提示してしまうと、生徒

はこれを埋めたらいいのだと思い、本末転倒になる可能性はあるので、その辺は注意しなけ
ればいけないけれども、司書教諭であるあなたは今これが必要であると言ってから使うよう
にしています。そしてまとめて発表します。社会人のクラスなどでは複数の班が作れないの
で、相互評価ができません。グループ討議をして情報収集、ポスター作成まで同じにするの
ですが、ディスカッションを導入して意見を交換する形にもっていきます。なかなかしゃべ
らないのですが、人数が少ないので何かしゃべらないといけないようになっています。

　 次 に 課 題 で す。 実 際 に
使っていた二つの課題を融
合しました。一つは京都私
学の SLA で、先生と学校図
書館のスタッフで課題を解
決しようとする研修会のと
きのものです。京都へ修学
旅行に行き、一日のフリー
プランの計画を作る、その
時に使えるのは京都の一日
乗車券と旅館を何時に出発
して何時にロビーに帰って
くるという制限がつけられ
ている中で考えるというも

授業事例 ２ 課題と発表方法の選択

 課題の提示→複数の課題から選択

 グループ（班 が複数作れるとき
グループによる討議、課題設定→情報収集・評価・
まとめ→発表（ポスター作成・全員での口頭発表 →評価 自
己による省察＋相互＋教員）

 複数のグループ 班 が作れないとき
グループによる討議→情報収集・評価・まとめ→発表
ポスターなどの作成・ディスカッションの導入 →評価 自己＋
教員）
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のでした。これをはじめた一年目、学生は遊ぶところと食べるところしか書いてこないとい
うことがわかったので、これプラス高校 3 年で家庭科の食物の時間にやっていたものをアレ
ンジして、京野菜と行事にまつわるところを選んで一日フリープランを立てなさいというこ
とに変えました。自分の班の京野菜を調べるだけでなく、他の京野菜も全部 5W1H に当た
るところは調べなさいとして、この課題に取り組ませています。京都以外の学生が多く京都
のことをあまり知らないので、この課題が面白いということで今でも残っています。今年課
題を変えようかと思い他に二つ作ってみました。一つはディベートでも使っていますが 18
歳に選挙権を与えるのは賛成か反対か、もう与えられていますが本当にどうなのかと、正解
はないが自分たちでちゃんと論立てて答えをださないといけないという紹介で、この課題も
選択の一つにしました。

　もう一つは次回の高等学
校入学者選抜学力検査です。
ある県の教育委員会が作っ
た試案です 4）。昔、私たち
の年代に東京からパリに直
行では行けず、南回り、北
回りがありました。それが
試験の課題に出ているので
すが、年表が与えられてい
るだけでなぜ直行で飛べな
かったかをまとめなさいとい
う問題です。この三つにし
てみました。
　

　さまざまな課題が学校図書館に持ち込まれます。一番目は広く多角的に調べて自分の知らな
かったことを知っていく、二番目は自分たちの意見をはっきり言わなければいけないので、賛
成反対の情報をきっちり集めないといけない、その時の支援を司書教諭としてどうするのか
をしっかりと考えなくてはいけない、という言い方を学生にしました。三番目の場合は、解答
を出さないといけない、正解を生徒たちが教科書以外で学ぶという場合はどういう資料が必
要か、まずそこを考えてくださいと言っています。学生に選ばせると与えられるよりは自分た
ちで選んだ課題なのでやろうという気になります。
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　夏は集中でやり、資料もなかなか揃いませんので、修学旅行の課題をずっとやっています。
課題の理解もよくとても優秀な学生です。インターネットの資料も見ますが図書の資料が
多く見られます。4 班中、何班かは全部インターネットでやっていますが、如実に、本を
たくさん使っている班の方がオリジナルがあって深みのある発表ができています。京都と
いう課題が出たら、京都は観光に力を入れていますので市販以外に手に入るものがたくさ
んあります。司書教諭はそのようなところにも目を向けていかなければいけないと言って
います。それを生徒たちが手に入れるか、もし生徒が無理な場合はあなたたちが先に手に
入れておくことも大事と話をします。夏季集中の場合は時間が限られているので、図書館
外での入手可能な資料は私が用意しています。いつも発表の前半は模造紙にポスターを書
いて生徒の気もちになって課題に取り組んで発表します。後半は発表までの段階で一番困っ
たのはどこかを話します。この問題に取り組むときに、この授業はポスターを作らせるの
がメインではなく、作る過程でいつも司書教諭としてのあなたを認識しておくことと私は
言っています。わかりにくければプロセス表をもう一回見て、課題を解決していく中で一
番困るのはどこか、あなたたちが困ることは生徒たちはもっと困るので、困った子がつま
らない、こんなのやりたくないと思わないようにするにはどういう授業、支援をしたらい
いのかを考えさせます。そこで学生は先に学んだいろいろなツールを使って、どういう目
的でツールを使うか後半に発表します。今回、模造紙を使いたくない、オーバーヘッドプ
ロジェクタで A3 の紙に書いてやりたいという班がありました。認める代わりに、相互評
価の最後にプロジェクタを使って見せる方法と、模造紙を使って見せる方法の効果は何か
という課題もつけました。オーバーヘッドプロジェクタの方が確かに見やすいが全体が見
られないから、しゃべる人はクリックする時に絵と合わせなければ効果は半減するという
回答が出ていました。模造紙は俯瞰的に見えるので、どういうことを発表するのかを一目
で見ることができ、作る側も模造紙の方が達成感があるとの回答もあったので、一つの経
験として発表の最後に学生に伝えました。

　最後に司書教諭としての支援も発表した後
で、この授業を取ったビフォー・アフターと
して、学校図書館と司書教諭に対する感想を
発表してもらいます。毎年同じような回答で
す。授業を取る前は、司書教諭は図書館にた
だいる人、本の貸出をする人、じっとしてい
る人、何をしているかわからない人、学校司
書と司書教諭の区別がつかないと言います。
それが見学に行ったり司書教諭の話を聞いた
り、授業を通して変わってきます。学生は、
司書教諭は動的、積極的に授業に関わってい

るというのがわかってきたとか、いろいろな支援の方法を知っているとか、教員の一員とい
うことがわかった、教員だからできる支援があるということがわかった、と言います。今年
は京野菜を調べるなんて修学旅行の計画なのにつまらないと言い、渋々調べた学生が最後の
発表で調べてみていろいろわかったら楽しかったと言いました。楽しい、面白いという感覚
をもってもらうのがいいのかと思います。

授業事例 ３ 演習の学生の発表
ｰ学校図書館・司書教諭の ｰ

 図書館に居る人
 貸し出しをする人
 じっとしている人
 何をしているかわからない人
 学校司書と司書教諭の区
別がつかない

 京野菜を調べるなんてつまら
ない

 動的・積極的に授業に関わっ
ている

 色々支援の仕方を知っている
 教員の一員ということが分かっ
た

 教員だからできる支援がある
と思った

 調べてみると色々分かって
面白かった
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　一番はじめに京都教育大で教えたときに
は司書教諭の登録が 240 名ぐらい、実際に
授業に出てきている人も 170 名ぐらい、大
教室で教えていました。なぜ私はこういう
教え方をしているのだろうと疑問に思ってい
ました。できるのは動画の視聴をしたり、と
きどき私がブックトークをして学生を黙らせ
たり、こんなやり方があるのかと思ってもら
うぐらいしかできませんでした。それ以後、
30 ～ 50 名ぐらいの学生を教えることになり
ました。夏季集中もやりますが、演習活動に

制限があります。通常の授業内でも選択科目で履修していて NDC を知らないとか専門的知
識がない学生もいますが、15 回の中でなかなかそこまで説明できないので NDC 表を渡すな
どしてなんとか補っています。一番困るのは時間割が空いていたから取ったという学生です。
さらに受講生 10 名ぐらいのクラスだと発表の形態が制限されてきて相互評価がしにくくな
るので困っていて、その辺の難しさも感じています。今の学習指導要領では、生きる力が確
かな学力と健康的な体と自立とグループで共生していくことが求められているので、ぜひこ
こでグループ学習を経験してほしいと思うのですが、教育実習で授業を 4 回抜ける、介護実
習で 1 回抜ける、内定が決まったので抜けるとなると結構、抜けることになります。授業計
画の表を渡していても演習も抜けているので、欠席したときの授業内容についてはグループ
の学生にちゃんと聞くように言っています。私への質問も受けつけています。授業の一番は
じめにグループを決めてしまうのですが、とりあえず履修している人は単位が取れそうな授
業をいくつか取っています。授業の中頃まできて提出物がたくさんあるとわかると脱落して
くるので、グループを再編成する必要も出てきてグループ作りも難しいという気がしていま
す。

　今は課題学習をしたことがないという学生
が多い大学で教えているので、とりあえず経
験してほしいと思っています。はじめた当初
は何か課題を出すと図書館で調べてきまし
た。机には本とネット上で調べてきた資料が
ありましたが、2 ～ 3 年前ぐらいからネット
の資料が主になって本が少しになってきまし
た。ここ 2 年ぐらいは作品を仕上げる直前
になっても緊迫感がなく、メディアの選択に
ついて注意していても、スマートフォンで調
べてしまう班があります。去年、清水寺の説

明で、江戸時代に清水の舞台からの自殺者が何人いたかと細かい数字を発表した班がありま
した。どうやったかを聞くと清水寺のホームページの中に古典籍があり、そういう文言があ
るという答えでした。ウェブサイトがあると全部発表できてしまう状況にあり、発表してプ
ロセスを知るということを理解しにくいのです。ネットだけでは出てこない課題の十分な検
討というのが一つの課題であると思っています。

おわりに 授業の課題 １

 学生数
名以上（ 年当初）

大教室で殆ど座学、動画視聴、講師の実演
名～ 名
夏季集中：演習活動の制限
選択科目としての履修： など専門的知識なし

時間割の空白埋め←意欲
名 発表形態の制限

グループ学習での相互評価の難しさ
 グループ学習維持の難しさ

秋季 教育実習・介護実習、就職活動による欠席
とりあえず履修の学生の脱落によるグループ維持の難しさ

おわりに 授業の課題 ２

 学生の検索行動の変容
図書館で資料を集めてくる

サイトの検索（主）＋図書館の資料（従）

スマートフォンでの検索
上で紹介される古文書などを利用

参考文献としても記載

課題の十分な検討が必要

連続公開シンポジウム第5回_六校.indd   188 2017/10/18   10:55



学習指導と学校図書館

- 189 -

　今、放送大学の教科書を使っています。新
しい教科書が出てきていますが、新しくなれ
ばなるほど歴史的経緯の表記が少なくなって
きています。一番はじめに使っていたのは朝
比奈大作先生の樹村房のもので、いまだに参
考にするのですが、その『学習指導と学校図
書館』（朝比奈大作編著 , 樹村房 , 1999）に
はその辺のこともしっかり書いてあります。
今の事例だけに追われてしまうと現場に入っ
た時になぜ自分が司書教諭をやっているの
かということの支えにはなりにくいと思いま

す。歴史的経緯を知ることは未来を予測することを助けると思うのです。学校・現場では、
こう進んでいるけど違う方向のものも必要ではないかと感じることは、歴史的経緯を知らな
いとなかなかわからないのではないかと思います。今は情報をピンポイントで出すので全体
的体系的に見るのが難しいと思うのですが、知ることの理解が必要だと思います。プロセス
を重視している教科書も見受け、探究学習を紋切型でやってしまうのはどうなのかと気にな
りました。実際に調べ出したら規定通りにならないし、行きつ戻りつする中でどう教えてい
くかが大事になってくるので、紋切型で章立てされているなら、補う文章が入っている必要
もあるのではないかと思います。あくまで司書教諭として知っておくことで、生徒に強要す
るものではないということも必要だと思ったのと、教員としての司書教諭の役割の言及とい
うのはもう少し必要なのではないかと思っています。教科と図書館をつなぐ司書教諭のコミュ
ニケーション能力がとても問われていると思います。そこができないとなかなか図書館と教
科学習を結ぶことができません。

おわりに 授業の課題 ３

 教科書
学習指導要領の歴史的経緯について記載少ない
戦後の学力観の十分な記載が必要
＝なぜ、図書館を使うのか

プロセスを重要視した章立ての新しい教科書
探究学習を紋切型にしない
規定通りにはならない

教員としての司書教諭の役割にも言及が必要
教科と図書館の繋ぐ司書教諭のコミュニ
ケーション能力の重要性に言及が必要

　2011 年文科省の調査研究費（「学校図書
館の有効な活用方法に関する調査研究」）を
もらって、同志社四中高の司書教諭と情報
科の教員とで学校図書館を探究学習に使う
ことを発表した時のことです 5)。情報科の教
員と図書館を使う場合の生徒の様子を 4 パ
ターンに分けました。Ⅰ導入時に十分な説
明が必要だが課題を出されたときに自発的
にできる、Ⅱ興味関心はあるので調べる技
術だけ支援すればちゃんとこなせる、問題
なのはⅢ、Ⅳです。Ⅲ 力はあるがウィキペ

ディア等をコピペするなど安易に課題を済ませてしまうので興味関心を引き出す必要があ
る、Ⅳ何をするべきなのか把握できていない、プロセスを踏まえていないので個別の支援
が必要となります。40 人いたら、上の 10 人は最初の説明だけで十分できます。情報科の
先生はⅡとⅢを分けています。片方は調べる技術がないからできないが課題に対する関心は
ある、もう一つは調べる技術はあるが課題に対する支援は必要だろうというもので、真ん中
の子ども達にもパターンがあるだろうとしています。最後は本当に両方とも興味がない、関
心をもっていないパターンです。課題を進めるときにそれぞれの支援がかわってくるわけで
す。こういう時に司書教諭のメディアのスペシャリストとしての支援があると思います。パ

Ⅲ 

Ⅳ 

Ⅰ 

Ⅱ 

あらかじめ、OPAC検索、新聞記事検索、印刷方法については授業で説明済み 

司書教諭の指導ｰ協働の中で：生徒の類型化調べる学習のスキルと興味・関心の類型

『課題解決型学習の第一歩 T-modelを活用した授業事例』 P44より編集 

興味・関心 低 高 

高 

低 

テーマ決定力 
自発的にできる 
導入時に十分な説明が必要 

興味・関心あり 
調べる技術的支援必要 

力はあるが安易に課題を済ませる 
Wikipedia等でコピペ 
興味・関心を引き出す必要あり 

何をするべきか把握できていない 
個別の支援必要 
プロセスを踏まえて調べる必要あり 
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ターンに分けてくると教科の支援もあります。教科を教えた先生がちゃんと支援しなければ
いけないところと、メディアスペシャリストのほうが支援しなければいけないところがあり
ます。普段からのコミュニケーションがきっちり取れていないとできるものではないので
す。教科の先生を巻き込みながら、教員としてのいろいろな行事や校務分掌をこなしながら
学校図書館の学習を支援していく司書教諭の姿を紹介していただいて、学校図書館の中にだ
けいるのではないということ知らせるのも大事ではないかと思っています。

　参考にした資料は『インフォメーション・
パワー：学校図書館メディア・プログラム
のガイドライン』で、一番悩んでいるとき
に助けられました。こんなに進んでいるい
ろんな学校図書館があり、頑張ろうと思え
ました。もう一つ『21 世紀を生きる学習
者のための活動基準』です。今、私たちは
政府の資料は信用できると教えるときがあ
りますが、今、アメリカで言われているの
は、社会的文脈の中でその情報が本当に正
しいのか正しくないのかだけでなく、本当
に妥当なのかどうかというところまで読み
とらせようとしています。こういうことを
この次どう教えていくのかが課題になって
きます。いろいろな事例の参考にしたのが
School Library Monthly（2015 年に廃刊）
という雑誌で現役の司書教諭がいろいろな
授業実践を挙げていて、ルーブリックもと
ても参考になりました。

ご清聴ありがとうございました

参考資料
 「インフォメーション・パワー 学校図書館メディア・プログラムのガイドライン」 アメ
リカン・スクールライブラリアン協会、教育コミュニケーション工学協会共編 全国

 「インフォメーション・パワー 学習者のためのパートナーシップの構築」
アメリカン・スクールライブラリアン協会、教育コミュニケーション工学協会共編
同志社大学

 「 世紀を生きる学習者のための活動基準」
アメリカン・スクールライブラリアン協会編 全国

 「アメリカの学校図書館基準に学ぶー および を中心にー」
同志社学校図書館研究会



 「中等教育資料」文部科学省教育課程課編集 学事出版

 「日本の宿題―教育」
 「日本人は何をめざしてきたかー教育」

質疑応答
（中村）さて、前回は今井 [ 福司 ] さんの well-organized の司会だったのですが、私はぐしゃ
ぐしゃになるのが好き、好みでありまして、足立先生もおそらくぐちゃぐちゃが好き（笑）？
ですので、どうぞフロアからちゃちゃを入れていただいて、いきたいと思います。まずは、
これに答えると私の授業の質が問われてしまいそうな質問から。まずは個人にいただいた質
問にそれぞれ答えて、その後、皆さんへという、難しいのかな、という問題について考えま
す。「中村先生へ　模擬試験で実際に授業を行わせることについて生徒が活動する授業では
なく座学の授業（情報リテラシーを教える？ ) ということでしょうか？ちょっとイメージが
湧かなかったので少し具体的に伺いたいです。」足立先生は模擬授業をやっていたのじゃな
かったですか？

（足立）いや、模擬授業はやっていない。
（中村）では、私だけが模擬授業をやっているのですね。これは模擬授業をやっている他の
先生がいらしたらぜひ聞いてみたいと思うのですが、私自身は座学ということでは必ずしも

連続公開シンポジウム第5回_六校.indd   190 2017/10/18   10:55



学習指導と学校図書館

- 191 -

ないですが、何にしても教室で、大学の教室でやるという限定がついてしまいます。それで、
資料のリストを作らせているので、熱心になればなるほど大量に資料を持ち込んできます。
それで授業が 10 人くらいだとすると、模擬授業の時間が 2、3 回、最大の時で 4 回とかし
かとれないとなると、グループのメンバーが 4 人とかっていうことになるのですよね。そ
うすると、グループで司書教諭役、教科教諭役を 2 人ずつにし、授業を前半と後半で模擬
授業をやります。多くの教科教育法の授業も私の理解ではこのような感じで行われていま
す。例えば、国語科の授業なんかでは、グループでいっしょに授業案を作り、何分かおきで
先生役が入れ替わり模擬授業をするというのが、うちぐらいの規模の大学の教科教育法だと
たぶん普通だと思うのですけれども。大教大さんとかっていう、ちゃんとした教員養成をやっ
ているところはきっと違うのだろうけれども。ごめんなさい、うちがちゃんとしていないと
いうのも…（笑）。教室でやるという制限がつく、かつ自分の学校図書館の経験がない、つ
まり私が授業案作りを要求しているような授業がまったく行われていないような学校の出身
の子しかたいていはいない、という制限の中でやっています。教室の中に 1 人くらい、う
ちは [ 学校図書館が ] すごくよかったとかっていうふうに本人が思っているっていう子がい
る場合もあるのですけれども。
　作ってもらっているのは単元の授業案と、単元の中の一つの日案を作ってもらって、日案
の模擬授業をすると。学生はよく、プロセスモデルのプロセス全部を入れた授業案を作って
きます、例えば 20 時間とかいるような授業案を作ってくるのですね。ですので、プロセス
モデルを切り取ってよいのだということをまずわかってもらう、切り取っても授業になるの
だというイメージがわかないので、それをわかってもらうということがまず大変です。それ
プラス、それが TT で、教科教諭役とのやり取りが授業の中で入ってなければいけなくて、と、
新しいと言うと自分で言っていてなんだか変な感じですけれども、学生の反応を見ている
と、学生の側からすると要求されている内容を理解するのにすごく時間がかかる内容をこち
らが要求しているのです。
　前回、森田 [ 英嗣 ] 先生のご発表を聞いた時に、私が考えていることと非常に似ているな
と思いました。「情報メディアの活用」のお授業ですが、今、現場にいるの先生たちに考え
てもらって、自分の授業として考えてもらってというものだったと私は理解したのですが、
私の授業の場合は TT という問題があるので、専門性が違う人が一緒に働くというとはどう
いうことかという話もしているので。最後、模擬授業なのですが、模擬授業そのものが重要
かというとそうとも言い切れないところがあって、家城先生の模造紙の後半戦と同じ話だと
思うのですが、模擬授業をやってみてわかることがあって、年によっては司書教諭は必要な
のかということが話題になったります。教科教諭がちゃんと勉強していれば自分でできるの
ではないかと思ったという学生が出てきたりもします。そう思う学生と私が信じているもの
とはなんで違うのかというディスカッションをしたりもします。
　というところで、もう一つの質問にいきます。「学生が司書課程も学びたいというところ、
どのような知識が不足していると感じるのか具体的に教えてください。」ということなので
すが、例えば足立先生のお授業にははっきりとレファレンス、レフェラル・サービスという
項目があがっていますが、TT すると言って、あなたの専門性は教科教諭と違うということ
で授業案を作りなさいと座らせたときに、教科教諭のものを外した時に司書教諭コースを
ずっと取ってきたけどイメージが湧かないわけです。司書教諭のコースを取ってきていても
そこまで専門職だと思っていなく、教員になりたいプラスアルファな資格を取りにきている
イメージでそこまで育ってきています。だから私が、「学校経営と学校図書館」とかの授業
でいくら専門職の話をしていても、それは私はかぶれた人だっていうことになっているわけ
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ですよ（笑）。アメリカにかぶれて日本にないものをずっと入れようと躍起になっている人
だという話、そういう設定です。私はそれでいいですと言って、でも私は信じていますと言っ
ています。こういうものがあれば教育活動が変わると私は信じていますという態度で学生の
前に立っています。どうぞ、奇異なものを見る目だとしてもそれでいいですから、でも私は
これがあったらいいなと思って活動しているからと言って、こういう活動（シンポジウム）
とかね、案内すると、たまに変わった人が（笑）、興味もって来てくれるかもしれないと。
そういう付き合いを学生としているので、なんですかね…授業案を作って、あなたは TT で
司書教諭役ですと言われてはじめて、あれ、わかっていたつもりだったけれど私、何の専門
職の勉強をしていたのだろう、何の資格を取っていたのだろうみたいな話になります。コレ
クション形成とか言うのだって、コレクションを作ったことがなく、それを使って授業をす
るというのがどういうことだったのかというのも、あなたは TT で司書教諭役ねと言われて
はじめて、私はそんなことはできるようになっていませんでした、すみません、みたいな話
になるのです。あらゆることが不足していると感じます。特にレファレンス、コレクション、
資料のことです。私は本が好きですと言っていた、けれどそれは自分が好きな本が好きなだ
けだった、ということに気づくだろうし、という、そういうレベルです。「図書館概論」で、
本が好きっていうだけでは司書 [ や司書教諭 ] にはなれないのだよ、と言っていても、私は
やれると思っているかもしれない。けれど、ここに来て、ああそういうことだったのか、と
思うと。もしかすると司書課程 [ 図書館司書コース ] の学生は、そのことに「情報サービス
演習」で気づくのかもしれません。そこでレファレンスの演習の課題で発表させています。
A3 の裏表に、どう調べたか、どんな資料を見てきたか、三次資料からちゃんと見たかとか
書かせて、答えを出すというような演習をします。それでレファレンス質問を並べて提示す
ると、好きなの（問題）に固執する子も出てくる。それを、あなたはレファレンスデスクに座っ
ていて問題を選べないのですよ、というところから話すわけですよね。だから、他の教科の
人や他の、例えば小学校の免許の人と組ませて、ある程度、強制の中で TT をさせられると
はじめて、自分が思っていたこと、仕事と違うのだと気づくのだろうなと思います。お返事
になっているでしょうか？長くなってしまいましたが。

（フロア 1）TT は司書教諭と教科教諭ということで、例えばそこには学校司書は入ってい
るのですか？

（中村）すみません、入っていません。だからまあ、それがかぶれているっていうゆえんで
すね。「学校経営と学校図書館」の時から、この世には学校司書というグループがあるとい
うことは言っているし、日本ではこういうような二つの専門職制が主張されていて、実際に
法改正もあったしという話はしています。どうような住み分けをするかということを議論し
ている [ 学校図書館担当職員の役割及びその資質の向上に関する ] 調査研究協力者会議があ
ることも話して、その資料も見せていますが、司書教諭として私はアメリカ型のそういうも
のを考えているので、そういう立場だとして TT をやるとしたらどうなるかを考えてみてほ
しいって。でも、模擬授業のディスカッションの際には、学生たちのほうからむしろここの
部分はやりきれないなって思いましたとか、こういうところはやってもらえるという前提で
あってほしいとかっていう意見は出てくるので。別に司書教諭っていうのは、司書教諭の科
目だからそうなっちゃうかもしれないけれど、私が言っているのは、学校図書館の専門職と
いうのはこういう動きをするものだというのを、私はアメリカで見てきて、こういうふうに
あるべきだと思っているので、それを二職種制に分ける議論が日本にあるというのも理解し
ているし、みんなも理解しておくべきだと思っているけれども、ここではとりあえず戦後、
理想的なモデルとして、「司書教諭」という形で翻訳が作られてアメリカから入ってきたの
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を前提として、それが戦後、制度としてどういうふうに上手くいかなかったかっていうのは
また別の話、それによって学校司書っていうのがどういうふうに出てきたかっていうのはと
りあえず置いておいて、司書教諭前提でやっています。で、現実対応の部分は学生さんに考
えてくださいっていう。

（フロア 1）メディアスペシャリストの専門職として TT するということでしょうか。
（中村）そうです。学校図書館の［単一］専門職ということとして、授業をやっています。
（足立）今の質問に関連した質問がやっぱり出ています。「2 回しか受講していないのですが、
司書教諭がアクティブに活動すればするほど図書館の根幹のインフラをきちんとする司書の
必要性を感じます。司書と司書教諭の二職種は本当に必要か否かの議論をおねがいします。」
というものです。これ議論しだすと大変なのですが、司書と司書教諭の概念の違いが私は気
になっています。学校図書館は、一人職場で対応できるはずがなく、複数の人たちの協力が
必要です。「学校経営と学校図書館」でも言いましたが、チームで経営するという考え方をもっ
と普及したいのです。その時に司書と司書教諭の概念をもっと整理していかないと話が進ま
ないのではないかと思っています。

（中村）でもね、こういうことを言うとまさに学生が出てきて、だからかぶれているのだっ
て言われそうだけれど、私はアメリカで一人でやっている学校図書館をたくさん見てきまし
た（笑）。やっぱり一人だからできることもあるのですよ。コレクション形成から TT まで
全部一人で責任をもつからできていることもあると私は思います。司書教諭の仕事というの
を TT の、変な話、うわずみというのか、教育活動にすごく特化したところ、マネージメン
トにめちゃくちゃ特化したところだけに限定的に考えることによる弊害は私はあると思いま
す。アメリカでは私は一人の職場を見てきて、尊敬する人たちも基本的に一人職場なので、
一人…例えば、高校の学校図書館の大きいようなところでアシスタント・ライブラリアン的
な人がいるとか、司書教諭が 2 人、いや司書教諭と言っていいかわからないけれど、学校
図書館専門職が 2 人いるところは見たことがありますが、学校図書館に専門職が 2 種類以
上欲しいという話はまた別の弊害があると思います。要するにそれは、仕事を分断すること
を意味する“かも”しれないし、もしくはそれがより外の人たちから理解されないという可
能性があると私は思っています。

（フロア 2）今の話とは全然違う方向から、模擬授業というのは司書教諭と教科教諭の TT
をやったときに、生徒役が必要ではないかとどうしても思ったので、すごく不思議でした。

（中村）生徒役は他の受講生です。
（フロア 2）あっ、うーん。それは参加してないですよね？授業案をする単元と授業案を出
させてプレゼンさせることは私も毎回、やらせています。でもそれをどうやって模擬授業に
入れたらいいのかを考えてしまいます。つまりそれは普通の座学の授業ではないので、図書
館でやる場合、生徒がどう動くかがポイントになっていて、それで授業が展開すると思って
います。

（中村）ああ。私は大学で行われている教員養成の現実と同じことをやっていると思ってい
ます。学生が生徒役をやって、それでも問題はある程度、見えます。生徒役をやってみては
じめて、今の先生の指示が全然わかりません、ということがしょっちゅう起きています。学
生が授業をやると、先生役はもうシナリオも作り板書計画も作ってきて完ぺきと思いやるわ
けですが、生徒役から見ると先生が一人でどんどん進めている、というような授業がたくさ
んあります。そういうレベル、段階なのです。教育実習に行ったことのある学生は数名で、行っ
たことのない学生がほとんどなので、本当の“模擬”授業なのです。生徒の様子を見ながら
授業を変えていくなど言葉のうえでは、テクニックとしては教えているけれど、例えばさっ
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きの、足立先生と私はぐしゃぐしゃになっていく授業が好きという話じゃないけれども、本
当に学んでいくとぐしゃぐしゃになっていくよねみたいなことって言葉では伝えるわけで
す。でも、教科教育法というのは、これ以上にもっと古典的な、導入→展開→など、授業を
時間までにどうやって終わらせるかという話でしょう？覚えていますか、導入 5 分、まと
め 5 分…とかそういうすごく基本的なところを思い出させて、それを情報リテラシーの目
標と教科教育の目標と抱き合わせによさそうな単元を探して、それを青学のカリキュラムの
どこにあたるか見て、具体的にはどんなデータベースを検索させて、となるとそれだけで学
生たちからしたら…生徒役の反応まで見るまでいかないと私は思っているので、大学の授業
の範囲でやっています。でも、学生をいきなり中学校、高校に連れて行って、彼らに授業を
させたら、時間返せ何返せって話になるのじゃないですか。だから、まず学生同士で授業の
範囲でやってみるっていうことですよね。おっしゃることはすごくよくわかるのですが。

（家城）私は、インターネットだけでなく本を使ったほうが俯瞰のようになるというお話で
したが、具体的にどういうものか聞かせてほしいという質問です。インターネットを、ス
マホで見られるようになったときの発表を聞いていると、自分が入ってない、第三者的な
発表になっていて、その先が聞きたいのだけど…というところで切れてしまうというよう
な、まとまりはすごくいいのですが、そこにあなたたちの、班のオリジナルはというとこ
ろがものすごく抜けているように感じます。本をたくさん読んでいる子だと、系統的に本
で学んでいるので、他とは違い、本で興味をもったところをネットで深く調べています。
本のもっている系統性とネットでピンポイントでしか出てこないという、そこの違いなの
かと感じています。

（中村）簡単に見つけたものに愛着というか、他の人に発表できるというような…はないで
すよね。人に噂話としては伝えられるけれど…

（家城）これは使っちゃいけないよねとか言いながら、それでこれ？と言いたくなるような
ものを選んでくる。自分のやっていることと頭で考えていることが結びついているのか、と
いう気がすごくします。なんでも出てきてしまうからかなと思います。
　もう一つ、子どもたちが本と出会う方法です。人権問題を考えるという課題で本を自分た
ちで探させました。フロアワークをさせたのですね。そうしたら「あったー！」って子ども
たちが、本を見つけ胸に抱えて帰る姿を見て、やっぱり自分で検索をして自分が見つけたと
いう実感をもたせると違うのだと感じました。絶対、私がこの本読んでと渡しても、えーい
らない、というような感じになる（笑）。違うのだなと実感して。自分が本当に必要だと思っ
た時の資料との出会いというのは、どういう形態であろうが、どれだけ汚れていようが、そ
の子にとっての情報の価値の違いを経験しました。できる限り、全部をお膳立てするのでな
く、自分たちで探すことのほうが、子どもたちがより実感できるかなと思います。保健室登
校の不登校の子を図書館に行かせていいかと言われて、私も空いている時間だったのでいい
よと言ってその子が来たのですね。そうしたら、その子が資料検索をしているうちに目が輝
いてきて自分で探した本を持って帰ったという経験があります。今の子は機械を触るのに長
けているので、そこからどういうモチベーションで資料を探し出すかというところにももう
少しポイントが置かれたら、本との出会いがたくさん作れるのではないかと思います。大学
生に限っては、一番いいのは統計資料がなかなかネットに出てこないのです。京都の野菜の
生産量であるとかを、絶対これは調べなさいとマスト (must) 項目で入れてあるのですが、
出てこないというときに、探し方で詳細検索に pdf を入れると統計が出てきます。こちら
が知っていて課題を出していて、実際に経験することで、ネットだけではでてこない資料が
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あるということをわかってもらうしかないのかなと思っています。
（フロア 3）私がたぶん質問させていただいたものなのですが、今、小学校の教師です。子
どもたちは IT 環境にどっぷり漬かって生まれてきているので、本と天秤にかけることすら
知りません。例えば、5 年生で「未来の車」について調べるとき、本はほとんどなく、イン
ターネットに行っても、企業秘密という壁にぶつかっています。知りたい気もちがあっても
どう支えてあげたらいいか、テーマによっては難しい部分があります。調べても出てこない、
ダメだという経験もあまりさせたくない。その辺をどう支えたらいいのか悩んでいます。

（家城）「未来の車」と言ったときに実物が出てこなくても、なぜ今、実物が出てこないのか
を知っておくことも大事です。企業にしたら今、これは出せないのはなぜかと言ったら、競
合しているからできないのかもしれません。「未来の車」とは何なのか、をもう少し考えさ
せていけば、一つの正解に到達するのではなく、バリエーションに富んだ答えで終わっても、
それはそれでいいのではないかと思います。そのためには少し前の車、古い車を知っていて、
それが今、どういうぐらいに改良されていたか、過去においてはこれが未来の車だったかも
しれない、ということも知っていくともう少し多角的に出てくるのではないかと思います。
未来の車と言って一つに絞られるのではなく、この子にとってはこれを解決したいからこれ
が未来、という考えがいいのではないかと思います。

（足立）では、別の。シンプルだけど、大変難しい質問です。「“探究”をどう教えるか。学
校にどう組み込むか。みなさんの経験をうかがえたらありがたいです。」

（中村）こちらに似たものがあります。「探究学習、探究プロセスについて…総合的学習など
と教科では共通点と相違点があると思うが、どうのように考えますか？」

（足立）いつも、講義の時に話しますが、探究というのは英語では inquiry、問うことなの
です。問いがなければ探究ははじまらない、疑問をもって調べようとすることが探究です。
先ほどの家城先生の話にもあったように、問題意識がどこまで強いかが大切です。そこを捉
えていればプロセスはあまり関係ないように思います。探究を試行錯誤でやっている間に、
混乱が生じたときにきちんと整理してあげるのが我々の役割ではないかと考えています。特
に矛盾に直面したときに、その矛盾をどうやって解消していったらいいのかという問題意識
があるときに探究は進むのではないかと思います。そういう探究を学校にどう組み込むかが
一番の問題なのですが、教員仲間としていろいろ話し合って、総合学習でも教科学習でも、
カリキュラムを考えるときに、生徒がどういうところで躓くかを考えたり、生徒が疑問をもっ
て自分で考えていく授業を少しでも取り入れてみてはどうですかという相談を地道に繰り返
していくしかないということしか、私にはわかりませんが、家城さんどうですか？

（家城）「総合的な学習の時間」というのは探究の最たるもので、答えがなくどんどん多角的
に本質を調べていくことなので、ちゃんと情報が集められていて、みんなが納得できていれ
ば、いろんなものがでてきてもそれでいいのかなと思います。「木曽の最期」という高校の
古典の授業で、教科の教員から一回、図書館でやってみたいと言われて。桑田てるみさんの
本の中にも「木曽の最期」が出てくるので 6）、参考にさせていただいたのですが、まずは教
員からこの単元の学習のねらいなどの説明してもらいました。そのときに先生のやりたいこ
とがわかりました。鎧兜の用語が出てくるとこ。教科書は赤色の錣(しころ)と出てくるのに、
副教材では青色の錣が掲載されている。すごくいいかげんなんや、と聞いて、正確に資料を
提示したいのなら図書館に任せてもらえたらいいということです。はじめは本文を理解する
ために、出てくる言葉を調べさせたいと思いました。でもそれも面白くないなと思って、最
終的に焦点を定めたのが、絵本で、平家物語って結構、難しいのがありますよね。あれを読
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んで、それを全部、PDF に落として、プロジェクタに映して教科書に出てくる前までを私
が現代語で読み聞かせました。古典に入る前までを現代文で理解させて、授業に入ってもらっ
たのです。その後、図書館を使った授業のアンケートを取ってもらうと、どちらかと言うと
古典が苦手な子はわかったと。文法の個々の意味はわからないけれど、全体がわかるから、
これはこういう意味かな、推量かななどと考えられたと。教科の先生だと、まず最初に文法
を教えていき全体を教えるので、図書館を使った授業は真逆になったという経験がありま
す。古典ができる子からは、進学コースの子たちだったから、今までのやり方と違い、慣れ
ていないので面倒くさかった、はじめから文法などの解説を詳しくしてもらった方がいいと
評判は悪かったです。でも、ちょっと苦手な子たちがいるなら、教科の導入部分としてこの
ような図書館の使い方があるかなと思います。細かく文法的解釈から積み重ねていき全体を
わからせるのではなく、がさっと概要を把握させてから、大意を取ってから個々を見ていく
形になってくるので、司書教諭が加わる授業ではそこが変わるなという経験をしました。

（フロア 4）図書館として何ができるかということと、探究型の勉強をしていくことがまっ
たく同じということはないと思うのです。総合、SGH、SSH においては、自分の身の回り
のものから課題を発見して、それを解決するのに行けるところまで行き着いて、ここまでま
とめたけどここは課題で残りましたというようにやっています。教科の場合は日本の教科で
指導要領がある以上、例えば高校 1 年生の古典でここまで行かなきゃという、やっぱり目
標が最初からあるわけです。そこにたどり着くために探究的にできればいいなと思うのです
が、それがすごく難しいのです。プロセスとしては行ったり来たりがもちろんあるのですが、
教科の専門家と情報のプロがガイドしていく必要があります。教科の目標がはっきりしてい
ないと、ガイド、サポートのしようもないとなっていきます。そのあたりが、総合と教科で
違う部分があると思う点です。もう一つが、学校でどう取りこんでいくかというのは、教科
で取り込まなければ、学校でこれ以上広がることはないと思っています。がんばっている総
合のところはやるし、がんばっていない総合のところはやらない、ごまかすところはごまか
すというのが現状だと思います。教科の授業をする先生の中で、ああこういうやり方で生徒
が自らがんばってたどり着くのだなというような、がんばってみようかなという経験をする
先生が増えるしかないのかなと思います。ということで、私の学校では図書館がコラボをや
ろうと働きかけて、強制的に研究授業をやろうとしたりしたから、そのために私がしんどく
なっているのですが（笑）。まあ、大学の先生などのサポートを受けながら、なんとかやっ
ていっているのですが、やはり、教科でやっていくことの難しさというのは、教科の中にす
でにこの学年のこの教科はこれをやるものだよという目標がクリアに設定されていること
が、はっきりしてはいるのが難しいところではあります。

（家城）総合と教科はやりにくいかもしれないけど、国立・公立のことがよくわかっていな
いのかもしれないですが、教科同士で似た科目がありますよね。テーマを設定すれば。

（フロア 4）教科横断型ですよね。それはわかるのですが。今は図書館と…
（家城）教科横断的な単元を、図書館でしてもらうというのは…
（フロア 4）教科と教科のコラボレーションはさらに難しい部分があります。時間が合わない。
度も合わせなくてはなりません。時間も進度もバラバラで生徒の中で統合できるようにカリ
キュラムの順番を入れ替えて組むのは可能ではありますが、よほどそこに特化して優先順位
をあげないと厳しいのが現状です。

（フロア 5）[ 授業に役立つ学校図書館活用 ] データベースの中に、[ 東京学芸大学 ] 附属高
校の、高校の現代社会と生物が一緒に、生命倫理を考えるというような授業をやったという
のがあります。たぶん 3 年くらい前だと思うのですが、研究発表会でやったので。だから、
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設定の仕方次第というのはあるかなと思います。日常的に絶対、毎年やるんだよというふう
になるのにはかなり時間がかかるけれども、やっと、そういうことを試みてくれる先生が現
われたという状況かなと思います。

（家城）教科は一人の先生がちゃんと責任をもってずっと見ないといけなというようなこと
があるのだけれども、この部分は保健の先生が保健的なことを、理科の先生が生物学的なこ
とを講義する、社会的な背景の部分は社会科の先生がするというようなことで、一つのテー
マを基軸にしてやれば一つの教科の中でもできないことはないと思います。そこの単元をそ
れでやったことにしてもらえるのならですが。私学ではやろうとしてもその教科に名前を連
ねているその一人の先生が授業をやって、評価をするところまでがその先生の責任となるの
で、司書教諭が関わろうとしても成績がつけにくいから無理とか言われます。それが、国公
立ではどうかわからないのだけれども、その辺に風穴を開けていけば教科でも単元が違って
も真ん中に司書教諭という人がハブでいれば、成立すると思います。

（フロア 4）それは教科横断型のコーディネーターとしての司書だと思います。探究型の学
習を進めるうえでという話となると別の役目がいると思います。教科の中の探究のやり方と
総合的な学習の中の探究のやり方は同じでない、いや、同じだと思うのだけれども、なにか
違うのです（笑）。それは一つは評価の仕方というのがあると思います。教科の場合は最終
的に評定や成績とつながってしまうので、そこの難しさは実際にあると思います。

（家城）結局、探究型でやっても最終的にはテストをして点数が取れていたらいいというこ
とですか？

（フロア 4）そうではありません。そうしたくないので困るというか、難しいのです。司書
教諭はその教科を担当していない、その教科の教員免許をもっていないので、そこに口出し
できるのかどうか非常に微妙だと思います。

（フロア 6）私が授業支援していた時に感じていたのがまさにそれで、教科の先生のねらい
がはっきりしていないとぐちゃぐちゃになってしまいます。先生自身に図書館を使って何が
できるかというイメージがあまりないと、図書館を使うことにばかり気を取られていたりす
るのです。だから、生徒に対するレファレンスのように、先生に問いかけます。評価をする
のは先生なので、図書館を使って普通の教室ではできない何を求めているのか、先生自身に
言語化してもらわないとにっちもさっちもいきません。それができると図書館で何をさせて
それをどう評価するかという話に自動的になります。生徒が探究で行き詰っているときにレ
ファレンスするように、先生に問いかけていくことが司書教諭の役割なのかなと私は思って
います。授業をするのは先生なので先生自身にねらいをはっきりもってもらわないことには
どうしようもないというのは授業支援していてとても感じます。そこまで見据えて、図書館
での授業に取りかかってもらわないと、いったい、その授業で生徒に何の力をつけられたの
かがわからないものになります。

（フロア 4）それでも図書館でやろうという気がある人はありだと思います。対話をするう
ちに何かが明らかになるという気がしていて、それが仕事かなと。

（中村）少しずれるかもしれませんが、司書教諭資格を取ろうとしている学生と一緒に授業
案を作ろうとしていると、学生は教科教諭の気分でいるわけです。彼らがつまずいているよ
うに見えるのは、［課題は］教授法の改革だと思っているのです。調べ学習的にすれば中村
が考えていることができるだろうと思っています。自分の教科の教員としての立ち位置は変
わらないままに、調べる要素が入っていて、子どもが主体的になっているようなもので、資
料をいろいろ使わせていればいいのでしょ、と考えています。私が言っているのは教育の方
法と教育の内容の改革だから、両方が入っていないとダメと言っています。教育の内容の改
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革とは何だとなった時に、まず一つは情報リテラシー、プロセスモデルという言葉がありま
す。もう一つは探究で、教科書は、掘り下げればいくらでも掘り下げられるのに、それが掘
り下げられない、ある程度、固定的な知であるかのように書かれているので、それが子ども
の思考を遮っていると私は考えていますが、どうだろうかやってみようという感じなのです
よね。だから、彼らはやはり教科教諭の、時間の中でどこまで教えるかという発想からはじ
まっているので、そこを解きほぐしていく。学生は、中村が言っていることをやろうとした
ら、一つの単元が 20 数時間とかかかる、とか言ってくるのですよ。いやいや、それは、あ
なたが一回の単元で、プロセスモデルを全部を教えて、情報リテラシーがすべて身につくみ
たいなことを考えているからで、私が言っているのはそういうことじゃないんだよと言っ
て、少しずつ少しずつ、こっちが教えたいと思っていることは何で、それが教科教育の発想
の中でやってきたことと照らし合わせてどうできるかと考えてもらうのには、学生との関係
がすごく必要になります。なので、内容というもの…ところで、「総合的な学習の時間」は
今の学校現場でどのくらい目標がありますか？「総合的な学習の時間」は目標がない、ある
程度、オープンエンドな感じですか？

（フロア 4）そういう学校の方が多いのではないですか。オープンエンドというか何らかを
解決する、発信しようというか。

（中村）教科教育の角度からも授業案について目標を設定しなさいと言っていますが、それ
についても問いかけているような気がしてきました。今までの教科教育で設定する目標でな
くていいのだと問いかけているような気がします。でも、そうすると全部が「総合的な学習
に時間」になっていて、問題があるような感じがしてきました…

（フロア 7）さっきの先ほどの問いが大事だというのがまさにそうだと思います。未来の車
とはという話がありましたが、車はたくさん事故を起こして人をたくさん殺したりするわけ
です。私たちは車と今後どうやって付き合っていくことが求められてくるかを考えるなどと
すると、また違ったものになってくると思います。今、伝記を教えるというのを私のところ
ではやっています。伝記を教えるというのはどういうことなのだろうか、伝記とは人の人生
を語っていて人の人生はどうやって語ることができるのだろうかといった問いの立て方だっ
てね、できると思うし。読み方でまったく、変わってくるし。どんな情報が込められていて、
A さんが書いた手塚治虫と B さんが書いた手塚治虫はどこが同じでどこが違うのか、A さ
んと B さんの表現はどこで違ってきてしまったのかという話になってきて、とても探究的
になるような気がします。うまい問いを作れれば、中村先生が言うような、深い学習になっ
ていくと思います。うまい問いを作れれば、ですよ。
　それを子どもに考えさせるのは無理なので、うまい問いを先生が与えるということが必要
です。問いが違うと学習も全然、違うということが体験でき、自分で問いが出せるように納
得いくような気がするのですよね。大学で教科の先生を相手にしてやっていると、教科の先
生からは抵抗を受けます。こんなの何時間じゃ教えられません、とてもじゃないけど探究な
んて教えられません、大学には受かりませんとか言われ、組み込めないなあと思います。で
も、内容だって変えていいし、今の目標の立て方でいいのかというところに疑問をもつと、
中村先生がおっしゃっていたように方法だけの変化じゃなくていいのだというところまで行
き着ければ、違った世界が待っているような気がするのですよね（笑）。バカロレアとかでやっ
ている探究とはまさにこれなのではないでしょうか。深い学習と今、言われたような、そう
いうものを引き出す問いがあるのではないかと。

（フロア 8）そういう力をつけたいという必要性は、気もちは、すごく学校の中に転がって
います。では、それを誰がやるのかとなったときに専門家がいるよねとなり、私がやるよう

連続公開シンポジウム第5回_六校.indd   198 2017/10/18   10:55



学習指導と学校図書館

- 199 -

になっても体は一つしかありません。今でさえ 21 時間あるのに、また 2 コマ増えるの、とか。
本当はどの教員もできて当たり前になってのこないと探究というのは学校の中に浸透しない
と思います。状況として、今、私の学校では、必要性はたくさんあるけれど、実際に私も動
けないし司書さんも動けないという状態で、先生に頑張ってもらっています。今、学校の中
は変革しているので、今の学習指導要領の改訂からすると能力をつけたい、生徒のモチベー
ションをつけたいなど探究的要素の資質だとか能力だとかは、学校の中にとっても転がって
いて、それをキャッチしようと思えばいくらでもできるのだろうと思いますが、正直、今、
力不足を感じています。よく管理職に言われているのが、あなたの複製を学校の中にいっぱ
い作らないと、それじゃないと図書館が学校の中に浸透しないでしょうと。それができてい
ないのが今の状態です。

（フロア 1）今の問いのことなのですけれど、やっぱり教科でやるならば、その教科を知っ
ている先生が問いを引き出さないとだめになると私は思います。探究で生徒が本当に自分で
問いを立てられるなんていうのは相当、相当、後で、それを小学校でやろうと思ったら、あ
る程度知識の概略をきちんと、あるいは教科の内容をきちんと把握している先生が発問する
という形をやっていけば、探究的なものが生まれてくるのではないかと思います。探究的な
学習というと全部、生徒が背負う形になってしまっているが、それには段階があるし、発問
をもう少し上手にやっていかないと、引き出せないのではないかと思います。

（家城）それは現場にいてもものすごく思いました。図書館にいて資料の提供はできるのだ
けれど、やっぱり発問というか…留学してきた先生に探究のようなことをさせると、何か違
うのです、課題の出し方が。で、こうすればいいんだとすごく学べたことがあって、そうな
ると課題の出し方で子どもの取り組み方が違ってきます。例えば世界の食べ物を調べなさい
と言って、子どもたちは小学校のときからなにかはやらされてきているから、どうせイタリ
アはスパゲッティでしょみたいな、そういうところで、先生が、インターネットを使ってい
いけれど、まず日常の食事、家庭料理を調べてきなさいと。で見ていると、じゃあ、その中
で主食って何なの、とかって聞いていくと、おおっと、あれこれちょっと手強いぞとなって
くるとそれくらいからできてくるのですね。子どもたちが想像していることをひっくり返す
ぐらいの課題を出した時に、生徒たちの反応が高校ぐらいから違う気がします。中学校くら
いだと、何を出されても楽しくて楽しくてということがあるかもしれないですが、高校くら
いになってくると余計に、「このくらいのを出すか」と生徒が先生のお手並みをみているよ
うな…それを図書館のカウンターでずっと見ていたという。あっ、これはあかん片手間にで
きない、これはちょっと違うとかってね。自分自身がレポートなどをたくさん書いてきた先
生は上手だなと感じます。

（中村）私が見ている学生の様子から理解するに、やはり日本の教科教育は先生が問いかけた
らある程度の正しい答えがあるという。そういうやり取りを演劇みたいに何人かの生徒とやっ
て見せる、そういう授業の計画をたてて滞りなくできることを、教員養成課程でも学んでき
ているなと思います。そういう授業ではないというイメージが湧かないのかなとは思います。

（家城）98 年に「総合的な学習の時間」の学習指導要領が出たときに、海外のには最後に振
り返りがあるのに日本のにはなかったのです。海外は省察が最後にくるのだけれど、日本で
はやはり教えられていることは正しいのだという形で振り返ることがないのだなと、「総合
的な学習の時間」でも日本の教育はこうなのだと思いました。

（フロア 7）ちょっと興味深いのでね。先生はいつも問いの外にいて、答えるのは君たちとなっ
ていて、そういう問いの出し方というのは、教える側だからやるのだろうけれども、非常に
非現実的です。例えば、数学の先生は数学を教えるのだけど、数学している姿を見せてくれ
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ない、実際、数学というのはどうやるのかを子どもたちはずっとわからないわけです。調べ
る場合も同じで、先生が調べなさいと言うが先生は調べている姿を見せてくれない、調べる
とはどういうことなのかがいつまでもわからないのです。そうではなくこうするのだと言わ
れるが、それがなぜかもわからない、問いというものの中に先生が入っていくかいかないか
というのがあると思っています。もう一つ、O.F. ボルノーが「内省の問い」ということを言っ
ていますが、インターネットや図書館にある情報はすべてではなく、どうやって生きていっ
たらよいかという問いは図書館で調べても出てこず、調べたものを基にして作っていかなけ
ればならないのだが、そういう問いがないのです。先生はいつも問いの外にいて、「君たち
はまだ未熟者だから答えなさい」という態度でいるので、問うということを教えられないの
ではないのかという気がします。自分が問いとどう格闘をしているかをやっぱり見せるべき
なのではないのか、それがないとおそらくすごく借り物の調べ学習になってしまいます。そ
の姿を見せるのが問うことを教えることと言っている人がいます。私はいつも問いに見舞わ
れて、悩んでいるのですがね、悩んでいる姿を学生に見せることが仕事だと思っているので、
あまり答えは言わない、言えないというか、ぐちゃぐちゃになっていくのです。それでいい
のじゃないかと。きれいな授業をしようと思うと、自分に答えがわかっているものだけ扱っ
てしまう気がします。

（中村）きれいなものの話でちょっと足しておきたいです。[ 足立 ] 先生はプロセスモデルを
教えているけど、循環するとか試行錯誤があるとかいうのも大切だと教えているという理解
でいいですか？私もそのつもりだったのですが、なんとなく違って聞こえたような（笑）。

（足立）まず生徒を迷わせる。
（中村）あっ、私を迷わせようとしているの？
（足立）いやいや（笑）、生徒を。困った状況に追い込んで、さあどうする。
（中村）講習を受けている先生たちに？
（足立）ああ、講習を受けている先生たちはね、自分で探究学習を体験してもらうことで、
指導にあたってのいろいろなヒントが見えてきます。現場での実践なども振り返って、困っ
た点に関して話し合ってもらいます。プロセスモデルももちろんそこに絡んできます。

（フロア 5）今のやり方だと体験しながら話し合う感じですか？
（足立）本当に期間が短く、深くはできません。いちおう型どおりに、先生だから要領よく
やりますが、そういうことが大切なのじゃなくて、体験を通して、現場でのいろいろな問題
を出し合い、自分たちがやったことを振り返って話し合いをしてもらうのです。

（中村）私とかなり違う点として、プロセスモデルを直線的に教えない方がいいと [ 足立 ]
先生は指摘されていたと思ったのですが。

（足立）必ず最初に計画を立てるのではなく、はじまるのはどこからになるかわからないと
いうことです。興味のあることをいろいろ調べているうちにふっと疑問が生じて、その解決
の仕方について見通しを立てて、こういう手順で調べていこうというように、必ずしも問い
からはじまり、計画をたてるところからははじまるとは限らないということです。

（中村）プロセスモデルというのはいちおう、認知心理学、認知科学の人たちと、図書館情報
学の人たちが一緒に研究して作られてきたものです。例えば Big 6 は小学生向けでとても簡
易化されて最初に現れたじゃないですか。いろいろな認知系の研究が出てきていろいろつけ
加えられて、その後、研究とは別のアイデア勝負で現場の人が modify（編集）したものが
出てきた経緯があると思います。デューイの時から問題解決の思考は段階的に示されていて。

（足立）いや、段階とは言っていない。
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（中村）でも、段階的に示した（笑）。
（足立）いや、phase（局面）なのですよ。
（中村）ああ、step じゃなくてね（笑）。でも、いちおうあれがそういうふうに受けとめら
れて、その先にプロセスモデルが出てきたのだよね。それで、プロセスモデルは本当に認知
科学の研究に基づいていて、段階的なプロセスを経ていくことが子どもにとって学習の指針
になるという意味なのですよ。だから、人の認知の情報の探索の行動を規定、型にはめるた
めに出てきたものではなく、子どもたちが一定程度、最低限の指針を得るために作られたも
のでしかないのです。情報行動のモデルではないから。

（足立）それはもちろん同意します。だからむしろ逆に、あのモデルを見て、それに当ては
めるような教育になっていないかということを問い直しましょう、ということです。

（中村）何もない状況で子どもたちが指針を得た方がいいよねという意味で、プロセスモデ
ルはすごく意味があると思います。あとから出てきたストリップリング先生やアルバータの
とかは高校生を想定して出てきたと理解しています。Big 6 の、一番はじめ簡易的に出てき
て、その後も認知科学のいろんな研究があってという段階の中で変わってきたものが、よく
なってきたものなのかどうなのかはすごく疑問です。そうではなくて、ある程度、指針とし
て使う必要は段階はあると理解しているので、ある程度、学生に強要しています。J. デュー
イの理解が私のはよくなかったかもしれないけれど、彼が、問題解決の理論として言い出し
た人であり作ってきたわけです。そこの中で出ている要素というのを、あれがステップでは
ないということがあったとしても、あれはある程度ステップと読めるのでは（笑）。少なく
ともプロセスモデルを知っている私からすれば、ここからすごくヒントを得て作られたもの
にしか見えないのですがどうなのでしょうね。ステップをわかっている人が、後からそうじゃ
ないところから入ることもあるよねというのと、まったくわかっていない子どもがそれを、
こういう円があってどこからでも入れるよ、というのではかなり違うと感じます。プロセス
モデルを教えてきたから、私が揺さぶられている（笑）？

（足立）そろそろ時間かな（笑）。

（中村）「「評価」という語句について…授業評価・形成的評価という視点ではわかるが、いわ
ゆる成績、評定というような意味での「評価」について図書館(司書教諭)はどう関わるのか？」、
これはさっき出たような話だけれど、私はあまり答えをもち合わせていないのだけれど。

（足立）図書館の活動だけで評定をつける？そうじゃないですよね、教科として評定をつける。
（家城）全校内の論文のようなものの審査員をやったときに、私が見る観点というのは、適
切な資料を使っているかどうかだけの評価にし、内容そのものについては、私はわからない
し、教科の先生が評価しました。昔聞いた話で、アメリカで卒論を書いて教授が裁定すると
きに必ず司書が横にいて、学生と指導教授が質疑応答するときに指導教授をサポートしてい
たという話を聞いたことがありました。そうなのかと思って、私も、資料が本当にあるのか
だけは確かめておきました。

（フロア 4）そういう感じだと思います。この部分はこうだから総合評価したらこうなると。
学校の中で取り組むとか教科の中でどう実現するかとなるとそれは変わってくると思いま
す。最初から評価の基準の中に何が何割と入ってくるので、その部分で司書教諭がどれだけ
活用できるのかという話になってきます。形成的評価や授業評価は授業自身を振り返ってよ
くしていくという面ではすごく有効だと思っています。一方で、学校関係者以外の成績、評
価は、生徒の評価が最終的にどうなるかというのはものすごく関心がある状態の中で、司書
教諭、学校司書の参加はどうなるのかと思います。それに関係なく、形成的評価、授業評価
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に特化していいのだとなればそれはそれでいいと思います。
（家城）その学校がどれほど資料を用いるということを重要と思っていて、どれだけ評価に
入れてくれるかの最初の指針を司書教諭がたててもらわないといけないですよね。

（フロア 4）ということは、現状ではほとんど教科には入らないということです。ほとんど
の授業で、高校レベルでは、それがない。総合などの特設科目は、司書教諭が中心で担当す
るということでいいのです。

（中村）わりと家城先生が翻訳で関わっている『インフォメーション・パワー』（2000）の、
特に活動基準などはルーブリックみたいになっていますよね。インフォメーションリテラ
シーを教える内容のルーブリックのようなものは出てきていると思うので、そういうのを参
考にしているのかなと私は思っていました。

（フロア 4）実際、高校の教科の中でそれをやっているところはたぶんないです。
（中村）司書教諭側からはこういう観点で見ていますということは…私の授業では、学生た
ちに、授業案では最初に目標と評価を抱き合わせで提示させます。

（フロア 4）教科の教員自身がディスカッションをちゃんとできる人になりましょうとか、
ちゃんと情報を読める人になりましょうとかをもう目標に入れている場合があります。そう
するとまた変わってきます。

（中村）社会科や国語科の学習指導要領にはそういう観点がいっぱい入っているのじゃない
ですか。

（フロア 4）入っていますが、最終的な評定に言うほどの影響は与えていないと思います。
そういう授業形態をした結果、個人の学びが深まっていくと。

（家城）これは、今、私が大学で使っている相互評価の表です。私は発表者として、また司
書教諭としての学生たちの二つの側面見ているのですが、かなり細かく分けて評価していま
す。グループ学習に入る前に事前に渡して、他グループの評価時に使います。これが一班な
のですが、これで見てもらっています。京野菜のはこれでは足りなくて、30 項目くらいあ
るのですが、ちゃんと課題を解釈できているのか、とか言われたことを入れられていますか
とかいうようなことが入っています。この下に、課題についてできているか、調べ方、作品
…逆に、あなたたちが発表するときにどこを評価してほしいというのを事前に一項目入れさ
れたりして。そうしたら、3 回以上下向かないとか、読まないとか（笑）、いろいろ書いて
くるので、今年はこれを入れましょうとして。

（中村）これは総合的な感
じかな。教科教諭がもって
いる目標はあると思うの
で、それと司書教諭のもの
をどうやって分けて考え
ていくかがこの質問だっ
たのかなと。プロセスモデ
ルや inquiry に関するいろ
いろな翻訳がでている状
況で、評価するところまで
書いてあってかなり詳し
い の は ア メ リ カ の AASL

（American Association of 
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School Librarians） の 出
しているのではいかと思っ
ていたのだけれど。

（家城）外国のでは結構、
細かく出ていますよね。

（フロア 4）ルーブリック
はやっているのですが、複
数回やってみないと安定し
ないと思います。一 人 で
やってしまうとちょっと
ね。 ルーブリックがどの
くらい説得力があるのか
も、 議論はしているので
すがね。

（中村）ルーブリックはま
た議論できるのですけれど
もねえ。すみません、私の
仕切りがまたよろしくなく
て。まあ、これが望んでい
たものだったかもしれませ
んが（笑）、またぐちゃぐ
ちゃになりました。

（フロア 4）すみません、ぐ
ちゃぐちゃにしました。

（中村）いえーー。ウェル
カムです。では、山本さん
の罰ゲームです（笑）。

山本敬子「全 5回に出席して」
　全 5 回出ていたら、なぜか罰ゲームを仰せつかったという（笑）。では、たいそうなこと
はお話できないのですが、私の感想などをお話して、皆さまが全体を考える材料になればな
と思います。私がどういう立場でお話するかというと、司書資格を先に取り、その後、甲南
中・高で足立 [ 正治 ] 先生、中津井 [ 浩子 ] 先生と一緒に働きました。その時は学校司書と
いう立場で、授業時間が 700 時間を超える学校でしたので授業支援は学校司書が中心にま
かなっている環境でした。授業支援をするうちに教育のことを何もわかっていないことに気
づき、働きながら教職課程と司書教諭課程を履修しました。
　昨年度からは小林聖心女子学院で司書教諭として働いています。図書館専任で、同じく図
書館専任の学校司書とともに図書館を担当しています。司書教諭というと担任をしたり授業
をしたりするのが一般的ですが、基本的には私は自分一人の授業はもっていません。ただし、
中 1 と高 1 の総合学習の授業は担任と私の TT の形で進めています。１学年 3 クラスしか
ないので、中 1 は週 3 時間、高 1 は後期のみ週 6 時間の授業をもっています。高１は論文
作成の授業でテーマ指導から口頭試問まで、担任の先生と一緒に行っています。今まで勤め
たどちらの図書館も司書教諭と司書がいて、体系的な情報リテラシー育成の授業があるとい
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う環境でした。司書、司書教諭の立場から見えたものがたくさんありますが、今回のシンポ
ジウムに限ったお話をさせていただきたいと思います。
　全 5 回参加して、受講者の層の違いによって講義がさまざまだともっともなことを考え
させられました。これは学校でも同じだなとも感じました。目の前の学生・生徒に何を目的
に何をどのように教えるかということは大学も学校も究極的には同じであろうと。学習者と
教育者が教材を仲立ちにして関係しているということです。そこで教育者がすごく苦心する
というのは一緒ですが、大学の場合は教員間の連携がしにくい環境にあるとは感じました。
学校であれば教員間で情報交換するのが当たり前ですが、大学は人数が多いし非常勤講師が
いてそもそも接点がないという話も聞きました。同じ大学の中でこんな授業をやっている、
という情報共有すらままならない状況にあるというのが問題の背景にあるのかなと思いま
す。また、学校図書館を専門とする研究者そのものが絶対的に少ないという印象を受けまし
た。私自身が 10 年以上前に受けた司書教諭課程は、残念ながら学校図書館の現場のことを
わかっている方が少なかったです。もちろんそうでない授業も受けましたが、司書課程の焼
き直しというものが多かったです。今回このシンポジウムを聞いて、講義が実践的なものに
及んできてそういう先生ばかりでなくなってきた、それは時間の流れでもあるし、司書教諭
課程に現職の経験者がかなり多く入ってきたとか、現場からの発信が増えてきたからとか、
研究者と現場の交流が増えてきたとかいろいろな要因が考えられます。時代とともに司書教
諭課程のレベルが上がってきていると言えますが、それでもやはり専門の人が少ないことは
否めないと思います。それは研究者の問題だけでなく、学校図書館そのものが本当にカオス
にあるということす。専門職として未成熟で、世間に語れるだけのものをまだ私たちが全国
規模で展開できていない、まだまだ発展途上だなと感じます。このシンポジウムはこのよう
な状況をよくするためのよい機会になったのではないかと思います。
　各回の所感です。一回目の「学校経営と学校図書館」です。司書教諭養成科目の中で担当
者によって一番大きな差があったのはこの科目だったのではないかなと思います。入門的に
捉えている方と最終的な仕上げ、総括として捉えている方の二つの立場がありました。私は
総括であってほしいと思います。「学校経営と学校図書館」ですから、学校図書館だけでな
く学校全体の経営に参画するものだと感じています。そのためには学校図書館とは何なの
か、学校図書館の役割を理解していないとできません。経営の中には予算、人員体制をどう
するか、組織作りをどうするかということが関わってきますが、学校図書館のイメージがな
いと難しいのではないかと思います。現場が経営感覚をもって運営できているかというと、
必ずしもそうではないという現場の問題もあります。現場も弱いし養成課程も弱いというの
がこの科目ではないかと感じました。多様性と学校図書館について講義で取り入れるという
話もありましたが、これは非常に重要なことで、もちろんすべての授業に関わってくると思
うのですが、特に「学校図書館メディアの構成」、「読書と豊かな人間性」に絡んでくるので、
図書館が多様性を保障する場であるということは何回繰り返してもいいのではないかと思い
ます。学校経営を考える時に、予算や効率面で一番忘れがちなのが多様性への配慮だと思い
ます。学校経営に学校図書館を位置づける際、多くの先生が主張することを強化するように
動くことがとても理解を得られやすいし話がしやすいです。学校図書館の役割を意識して戦
略的に行うのはいいのですが、そうでないと、図書館ならではの機能とか学校図書館でしか
できないことが薄れていくような気がするので、図書館と多様性について研究することはと
ても大切だと感じました。
　二回目の「学校図書館メディアの構成」です。この回は現場を経験されている方が多かっ
たのですが、「情報メディアの活用」とリンクするので内容の精選が必要になるかと思いま
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した。NDC の理解、どう付与するかというスキルに目を奪われがちですが、そもそも何の
ために分類するのかということは図書館の基本機能に関わってきます。何も知らない方が図
書館担当になってありがちなのが、学校図書館の蔵書を教科別に組み替えてしまうことで
す。教科主義の中ではやりやすいのですが、図書館というのは教科や学年に捉われず総合的
であるのが魅力なのに、あえて教科の枠に戻してしまうという問題点があります。自分の学
校図書館だけ使えればいいのではなく、生徒を育てる意味でもある程度の汎用性のある分
類、資料構成である必要があります。自立した学習者を育てるためのコレクション形成、環
境整備が必要です。
　三回目の「読書と豊かな人間性」では読書の意義、子どもの読書の現状、学校図書館と読
書について話されていました。読書プログラムの扱い方の違いが顕著で、特定の読書プログ
ラムを自分たちでやってみることに主眼を置くパターン、読書プログラムは紹介だけに留め
るパターン、読書プログラムはあまり紹介せずになぜ読書が必要なのかを教えるパターンが
ありました。読書プログラムを組むときには誰が対象なのかはとても重要で、それをイメー
ジするには現場で数をこなさないとわからない部分があります。それよりもなぜ数多くの読
書プログラムの中からそのプログラムを選択するのか、なぜその本をその子どもたちのため
に選択するのかを考えるための素地を作ることが必要ではないかと感じました。選書眼を養
うこと、自分自身の偏向を知ることができたらいいのかなと思います。でないと多様性を保
障するコレクション形成ができないし、生徒の選書を反射的に否定して読書意欲を削ぎかね
ないことにもなります。現場の人間としてはそこが講義内容に入ってくるといいなと思いま
した。
　四回目の「情報メディアの活用」です。何のために誰が何を活用することを想定している
のかが私にはよくわかっていません。生徒が使えるようになのか、先生なのか、司書教諭な
のか、すべてを視野にいれるのか？現場に入ると教科「情報」と関連していくと思いますが、
特にここがコンピュータのスキル重視に陥りがちな科目ではないかなと感じました。情報リ
テラシーを育成するのはいいのですが、情報収集までというパターンが多い気がします。考
える力がつくことが大事なので、発信される情報をどう読み解くかというメディア情報リテ
ラシーの領域にもふれないと、情報を正しくキャッチし、読みといて活用していく力はつい
ていかないのではないかと思います。現場でもこれからの課題だと思います。
　五回目、今回の「学習指導と学校図書館」です。一番、教職課程との関連性が強く、一教
員という立場で現場の実践にすぐ活かせるところなので、なんらかの形でリンクするといい
なと感じました。
　各回の簡単な感想です。全体を通してもう一度振り返ると、すべての科目においてどんな
生徒、学生、司書教諭を育てるのか、いろんなレベルで自立した学習者を育成するという観
点は欠かせないという気がします。各科目の関連性に留意するというのは、司書教諭科目で
も現場の学校でも同じことかなと思います。総合することに、学校図書館や図書館の意義が
あると思います。また、司書教諭が現場でいかに教えるかが意識されている授業の報告が今
回は多かったので、このような授業がもっと増えるといいと感じました。現場はカオスなの
で、司書教諭がいて学校司書がいて働き方はいろいろ、学校図書館についての理解も先生レ
ベルでも違うし、学校図書館担当者間でもさまざまです。その中でとてもやりにくいし空回
りもします。指針となる学校図書館独自の理論を養成課程で得ていると進みやすいなと思い
ます。それから学生への学力の嘆きもよく聞くので、高校までの積み上げをして大学にあげ
ていくのも学校の責任なのかとお話を聞いていて思いました。高大接続と言いますか、情報
リテラシー育成について小中高大学を通して考える仕組みができていくといいなと感じまし
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た。私からは以上です。

質疑応答
（中村）ありがとうございました。では数分でも、質問等ありましたら、フロアからお願い
いたします。どうでしょう。では、私からちょっといっこ。これって言いづらいことなのか
もしれないですが、司書課程の焼き直しという印象があったというのは（笑）、そういうふ
うに見えているということが、現場の人たちにはあるのですか？

（山本）私も限られたことでしかものが言えないのですが、学校図書館現場にいて、これ学
校 [ 図書館 ] ではなく公共 [ 図書館 ] の話だよねと思ったのがいくつかありました。

（中村）ん？論点がずれているということ？
（山本）いや、論点というのではなくて、担当する先生自身が現場を知らないままに教えて
いるのだなということを感じたのです。

（中村）他にいかがでしょう？私、もう一つあるのですが、「学校経営と学校図書館」を総論
と言っている意味は、まとめの授業という話ですよね？

（山本）まとめ的というか、学校図書館のことがわかってないとここは考えにくい、やりに
くいということです。「学校経営と学校図書館」が学校図書館を学校教育とどう結びつける
かということだとすると、学校図書館と学校組織全体のことがわかっていないとやりいくい
であろうと。違う考え方もあるだろうと思うのですけれど。

（中村）タイトルからするとそれに合意するのですが、一方でこの 5 科目の中で入門的な位
置づけにもって来られる科目が他に見当たらないと思う人が多いのかなと思っていました。
この辺から受けるような構造にして、私は「学習指導と学校図書館」がまとめの授業だと言っ
ていて、いちおう最後に受けてくださいとしているのですけれど。

（山本）うーん。教えていないから言いにくいですが、教職課程を履修していると「学習指
導と学校図書館」から先に入ると入りやすいのかなと思います。「学習指導と学校図書館」
をまとめにするのだったら、経営的なこともここで再度入れるとかの形が取れるのかなと。
まあ思いつきですけれど。大学の中で順番とかコントロールできないことの方がきっと多い
と思います。

（フロア 9）できない。1 コマずつしかないもの。どの学部学科からも [ 司書教諭資格の科
目が ] 取れて、でもそれぞれの学部学科が自分の専門科目を優先させてほしいというような
学内状況の中で、いちおう学生にはこの順番でねと言っても、その順番どおりに取れない学
生に取るなとは言えません。

（中村）私も結局はモデルカリキュラムでしかありません。そうじゃない順番で取るときは覚
悟してきてくださいという（笑）。となると、先生方の大学では、入門、まとめという位置づ
けを授業でしないで、それぞれの科目で教えるべきと信じるものを教えている感じですか？

（フロア 10）きつい言い方をすると、司書教諭は最近、カリキュラム崩壊状態で、2 年生が
「学習指導と学校図書館」をとっていて指導案も知らない指導要領も買っただけという話を
聞いています。ガイダンスでモデルカリキュラムは示してはいますが、なるべくとしか言え
ない。それで必修が取れなくて留年するわけにいかないので、当然、学部学科が優先になる
という悩ましい状況ではあります。

（フロア 1）今、4 科目をやっていて、前期の 3 科目「学校経営 [ と学校図書館 ]」、「読書と
豊かな人間性」、「[ 学校図書館 ] メディアの構成」をちゃんと取らないと、次の「[ 情報 ] メ
ディアの活用」と「学習指導と学校図書館」が取れないようになっています。やはり 4 年
生で、小学校も中学校も教育実習などを経験していると、「学習指導と学校図書館」の入り
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方が違い、中には [ 教員採用試験に ] 受かっている子もたくさんいて、質問とか、他の学生
にもいい感じに影響を与えています。私は「学校経営と学校図書館」は入門的な位置づけで、
そこに関わるいろいろなものが見えてきたうえで、読書とメディアの形成・活用をして「学
習指導と学校図書館」で完成するというイメージで考えています。

（中村）足立先生のレジュメの中の樹村房の [ 教科書 ] 中だと、「読書 [ と豊かな人間性 ]」
と「情報メディアの活用」が最後にくるのですね？

（足立）うーん、それが妥当だと思うのだけれどね。順番を気にするとすれば、「学校経営と
学校図書館」から入るべきだと思うのですが、学生に教えているとね、学校の事情を知らな
いのですよ。生徒の立場でしか知らなくて、教員の事情を知らないのですよ。学校がどうい
う組織で動いているかから言い出すとキリがなくなります（笑）。

（フロア 8）そもそも論で、山本さんが 5 回を聞いて、この 5 科目 10 単位で理想となる司
書教諭ができるのかを聞いてみたいです。で、どの大学でも受講生が減っているというよう
な状況の中で、そもそもこの 10 単位で大丈夫なのっていう。

（山本）ああ…。たぶん、これでスペシャリストが育成されるだなんて、多くの人は思って
いないと思います。でも、ちょっとでもというところだと思うのですよね。こういうことを
少しでも知っている学生が増えて教育現場に入るというのは大きな意味があると思うので、
この表現を別の言い方にすると、今の司書教諭課程ぐらいは現職の教員は知っておくべきと
いうこととセットになると思うのですけれど。これはずっと前から言われてきたことですけ
れど。だから、スペシャリストの育成としては、学校図書館の専門職として司書課程だけで
も司書教諭課程だけでも不十分だと、私だけでなくて、多くの方が思われていることだと思
います。

（フロア 8）全部の教員がメディアとか全部のことができていれば、もっと学校全体がスムー
ズにいくのになと思います。教員免許の更新に図書館のことを入れられないかと、そういう
政策的な動きをね、ぜひ大学の側には…

（フロア 1）教員のリカレントで…
（中村）いやいや、今度、[2016 年 11 月 29 日に文科省が大学長宛に通知した ] 学校司書の
モデルカリキュラムにもいろいろこれが組み入れられてしまって、非常に複雑な状況になっ
ていて、教員免許状前提に [ 司書教諭資格の ] 授業をやってきたのに、今後は教員免許状を
取らない人もそこにやってくるということになっちゃって、そこに教員免許状の更新の人も
来るとなっちゃったら、いったい誰を対象に授業をやるのか、何を養成しているのかわから
なくなるのがもう目に見えています。[ 大学の ] 教員の側は非常に悩み深い状況にあります。
と、そろそろ終わらないといけない。それでは、今日は本当にありがとうございました。

1）中村 足立正治 , 中村百合子「連続公開シンポジウム「司書教諭資格付与科目の教育実践を
検討する」（第 1 回）：「「学校経営と学校図書館」」記録」『St. Paul’s Librarian』
No.31, 2016.3, p.54-85.
立教大学学術リポジトリ https://rikkyo.repo.nii.ac.jp/ から閲覧可能。

2）足立 Focus on inquiry: A teacher's guide to implementing inquiry-based learning. 
現在はアルバータ州政府の公開資料としてダウンロードできる。
https://open.alberta.ca/publications/0778526666, （参照 2017-07-01）.

3）足立 Stripling Model of Inquiry. アメリカ 議会図書館のサイトからダウンロードできる。
http://www.loc.gov/teachers/tps/quarterly/inquiry_learning/article.html,
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（参照 2017-07-01）.
4）家城 神奈川県教育委員会「思考力等を問う：高等学校入学者選抜学力検査問題の工夫例」

『中等教育資料』No.954, 2015.11, p.82-83.
5）家城 同志社『課題解決型学習の第一歩』同志社 , 2014. として研究成果がまとめられた。

「確かな学力 PT」（p.44）にプロジェクトの概要が説明されている。
5）家城 ［眞田章子］「図書館による思考スキル・言語スキル指導の教材開発（学校図書館から）」

『思考力の鍛え方：学校図書館とつくる新しい「ことば」の授業』桑田てるみ編著 , 学
校図書館とことばの教育研究会著 , 静岡学術出版 , 2010, p.177-191.
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シンポジウム当日回収のアンケート結果
(質問別に集計；順不同）

Q1.　パネラーへのご質問がありましたら、ご記入ください。

回答内容 職名

「評価」という語句について…授業評価・形成的評価という視点ではわかるが、い
わゆる成績、評定というような意味での「評価」について図書館 ( 司書教諭 ) はど
う関わるのか？

司書教諭

学習評価については、教職課程でも比較的力を入れてやっていると思いますが、司
書教諭クラスでは特にどんなところに重点をおいていますか。 教授

中村さんへ：学生が司書課程も学びたいというところ、どのような知識が不足して
いると感じるのか具体的に教えてください。 －

中村先生へ　模擬試験で実際に授業を行わせることについて生徒が活動する授業で
はなく座学の授業（情報リテラシーを教える？ ) ということでしょうか？ちょっと
イメージが湧かなかったので少し具体的に伺いたいです。

学校司書

( 家城先生 ) インターネット情報 ( 資料 ) だけでなく、本を使った方が深いものにな
るというお話でした。私自身も共感していますが、具体的にどう深いものになった
り、どうしてそうなるのか ( と思われるのか ) についてもう少し教えていただける
とうれしいです。今の子ども達は生まれたときからインターネットの環境にいるの
で、その子ども達に、探究の際の本や体験、本物と出会う大切さも実感してもらう
ための工夫があれば…

教諭、
司書教諭

足立先生、家城先生へ　集中・講習と学部生中心の授業で目標・内容等と違ってき
ますか？ －

“探究”をどう教えるか。学校にどう組み込むか。みなさんの経験をうかがえたら
ありがたいです。 －

5 科目の構成、こんなふうに今はとらえているのですが、いかがでしょう？　　 司書

Q2.　パネラーへのご意見がありましたら、ご記入ください。

回答内容 職名

・家城さんの、事務職ながら大学非常勤にでるときの困難には、大いに共感をしました。
就職時の図書館に常駐してもらうための苦肉の策というのもシタリでした。未来を
考えるのに歴史を知ることは大事というのも最近気づきはじめたところです。

司書

・探究学習、探究プロセスについて… 総合的学習などと教科には共通点と相違点
があると思うが、どのように考えますか

司書教諭

・教材を NHK の映像や昔の教科からの資料をとっておられたり評価表も詳細でもっ
とおききしたいところでした。 司書教諭

Q3.　この連続シンポジウムで議論したいことなどありましたら、ご記入ください。

回答内容 職名

教職課程との連携 教授
2 回しか受講していないのですが、司書教諭がアクティブに活動すればするほど
トの根幹のインフラをきちんとする司書の必要性を感じます。司書と司書教諭の
二職種は本当に必要か否かの議論をおねがいします。

司書教諭
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Q4.　本日のシンポジウムに対するご意見、ご感想がありましたら、ご自由にお書きください。

回答内容 職名

「学習指導と学校図書館」をどう教えるかということと、現場でどう探究学習をす
すめるか、評価はどうするかがこんとんとなるのはやむをえないか。探究学習をす
すめるにあたり、図の使い方や情報リテラシーのスキルを身につけていないと問い
の解決、いや、問いの発見すらあやういことになるので、そこもセットですね。さ
いごの、中村さんのだれを対象にしていく科目になっていくのかというのがこれか
らの最大の課題ですね。

司書

・各パネラーの講義をそれぞれ受講したい！と思いました。あまりいないと思いますが
専任の司書教諭になりたい人にはとても実践的で有益はカリキュラムだと感じました。
もちろん、教員になる人の学図の仕事への理解にも… 特に、TT での授業案をそれぞ
れの視点から考えるという中村先生のお話は参考になりました。研修（学内の新任研
など）に取り入れられないか考えてみたいです。

司書

私は司書教諭ですが、こんなにしっかりしたカリキュラムの授業をうけてこな
かったなーと思います。( 日々勉強です )

司書教諭

授業については情報交換の場が少ないので参加できてよかったです。 教授
養成についてほとんど関心がなかったのでとても勉強になりました。 司書教諭
大変勉強させていただきました。まずは小学校で教えている私達が本をあけると
楽しい！！わかった！という経験をたくさんさせてあげないといけないと改めて
思いました。( 知識として教えるだけでなく ) ありがとうございました。

教諭、
司書教諭
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中村百合子

　この日は、「学習指導と学校図書館」の話をしながら、学校現場の司書教諭と教科教諭の
コラボレーションの実態についての発言がフロアからもたくさんあって、私がアメリカで見
たと思って教えてきたことと、ギャップがあるわけではなく、しかもより具体的な話として
見えてきて、大変興味深かった（それはフロアの参加者の実践レベルが日本の標準的な学校
図書館とは異なってかなり高いということではないかとも思った）。改めて、私のような現
場経験のない司書教諭資格付与科目の教員が、現場の方たちと交流することの意味、価値を
実感した。東京より関西の方がそのような機会が多いと感じるのだが、これは私自身の怠慢
でもあるので、今後の課題としたい。
　山本さんのまとめから考えさせられたことも多かった。特に、「学校経営と学校図書館」
を総論として最後に教えることとし、教職課程から入った学生が「学習指導と学校図書館」
を入口にすることができるのではというご意見は目からうろこで、カリキュラム改訂に際し
ては、やはり学校図書館現場で長年真摯に活動をしている方の意見も反映されるべきだと重
ねて痛感した。

足立正治

　必要に迫られて、はじめて市立図書館に足を運んだのは、中学生のときだった。もちろん、
学校にも図書室があって、それなりの利用指導も行われていたらしいが、ほとんど記憶に残っ
ていない。そんな経験から、勤務校で図書館担当になったとき、子どもたちの自発的な図書
館利用を促すことを第一に考えた。利用形態を問わず、まず、学校図書館は、子どもたちの
自発的な学びの意欲と力を高める場所として機能していなければならない。拠り所となった
のは、アメリカの学校図書館基準 (1998&2009) だった。そこには、読み書きばかりでなく、
多用なメディアや情報を活用して自らを高めるための幅広い「リテラシー」の概念が具体的
に示されていた。そうしたリテラシ－を育むことが、民主主義社会の担い手としての生き方
や人間性の成熟につながるという、公教育の課題に応える道筋も見えてきた。問題は、日々
の教育活動にどのように活かすか。越えなければならない垣根や破らなければならない壁が
いくつもあった。
　8 年間にわたる試行錯誤を経て、2002 年から 2015 年にかけて、大学の司書教諭課程や
司書教諭講習などに携わる機会をえて、教職を目指す学生たちや現職の先生たちとともに、
学校経営と学習指導の両面から、わが国の学校の現状を踏まえた学校図書館のあり方とリテ
ラシー育成の方法を考えてきた。今回のシンポジウムで必ずしも十分な総括ができたとは思
わないが、これからの司書教諭養成を考えるうえで何らかのよすがとなれば幸いである。

家城清美

　研究者として「学習指導と学校図書館」を教えておられる先生、教科教員として学校図書
館と関わられた先生、学校図書館の中から教科教員の支援をしてきた司書教諭という三者三

後日のパネラーの振り返り
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様のバックグラウンドをもつ人たちの発表であった。授業の情報交換を公式的にすることが
ないので、大いに関心をもちこのシンポジウムに臨んだ。質疑応答では日々の活動の中での
問題解決の糸口を模索されているような質問が多かったように思う。ただ、校種の違いなど
もあろうが、探究学習を誰が計画し、進めそして評価するかには困難さが目立ち、司書教諭
の役割や活動範囲の理解の共有には至らなかったと思った。しかし、これが学校教育の現状
であり、学校図書館の現状であることが浮き彫りにされたとも思った。教育変革ではこのあ
たりが変えられない限り、いつまでも伝統的な枠の中で誰がどのように実践し、評価するか
に固執するのではないかと思われる。今回のシンポジウムは司書教諭に関する科目の教授状
況を共有できる貴重なものであった。今後さらに司書教諭に関する授業のあり方について議
論されることが必要であり、研究者、学校現場の教科教員や管理職と司書教諭の協議の中で
司書教諭に関する共通理解を形成することとそれをどのように授業に組み入れるかが重要と
思った。この機会をくださった中村百合子先生に感謝します。

山本敬子

　今回のシンポジウムではさまざまな方が自らの講義内容を惜しみなく公開してくださっ
た。養成現場と学校現場、双方の立場の人間が集まって、実践を共有して話し合うという機
会は滅多にない。養成課程のあり方についてさまざまな気づきが得られ、学校図書館現場を
見つめ直すこともできて、大変刺激的な時間となった。さまざまな方の力があわさって実現
した今回のシンポジウムが、学校図書館を前進させるための一つの材料になればと願う。
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